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形）丸の中は全体の和と万物の生命源太陽で

そのまわりを子どもらは喜び勇んで両手

を挙げ希望へと進む。 

色）赤は、花と緑と野鳥のすむ学校を、やま

ぶき色は心身全体の明るさ、白い地色は

けがれを知らぬ純真さに、素直に成長す

る宮特の「み」の字を追加。 

      デザイン：瑞慶山 隆司氏 
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Ⅰ 学校の沿革

１ 設置学部

小学部 昭和52年４月１日設置

中学部 昭和52年４月１日設置

高等部 昭和55年４月１日設置

幼稚部 平成19年４月１日設置

２ 学校沿革の概要

(1) 学校設立の方針

本校は、昭和51年８月30日に決定された沖縄県立宮古養護学校設置方針により、宮古群島内を

学区とした知的障がい児教育を中心とする養護学校として設立された。

(2) 沿革の概要

51 10 15 設置に 設置決定昭和 年度 月 日 県立学校の 関する条例を一部改正する条例により

月 1日 初代 平良 、 前川 発令11 校長: 肇 教諭: 玄業

月 1日 教頭:花城恵喜、他19名発令昭和52年度 4

「県立那覇養護学校稲沖分校」を「県立宮古養護学校稲沖分校」に改

める

4月26日 開校式並びに入学式（於：平良市文化センター）

4月27日 仮校舎で授業開始（県立宮古農林高等学校 ））

8月30日 新校舎（現校舎）へ移転

10月11日 寄宿舎開設（舎生21名）

3月23日 小学部第1回卒業式

昭和53年度 第1回運動会（於：張水学園）11月12日

昭和 年度 6月 日 平良市第31回産業共進会より学校緑化で優秀賞を受賞54 26

8月 7日 体育館、プール完成

3月22日 中学部第1回卒業式

昭和55年度 4月 1日 高等部設置

4月 7日 高等部第1回入学式（男7名、女4名、計11名入学）

6月12日 高等部教室、養訓室、音楽教室、美術教室等完成

昭和56年度 4月23日 運動場完成

6月 2日 文部省指定交流教育理解推進校(平良市立西辺小学校)の協力推進校

10月 8日 本校創立5周年記念大運動会開催

11月13日 校歌選定・・・作詞：平良 肇、作曲：花城 キヨ

2月19日 運動場設備工事（芝生、駐車場）竣工

3月15日 創立5周年記念式典挙行

昭和57年度 4月 1日 第2代校長:兼浜朝一 発令

8月30日 校内遊歩道竣工

12月20日 校旗樹立式

3月23日 屋外養護・訓練場設置（小学部教室前）

3月24日 高等部第1回卒業式（9名卒業）

昭和58年度 9月 6日 県教育委員、学校訪問（肢体不自由部設置に向けた調査）

2月22日 体育館の緞帳付設

昭和59年度 4月 1日 第３代校長:宮良用倫、他8名発令
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11月14日 沖縄県教育長、米村幸政氏の学校訪問

昭和60年度 4月 1日 教頭:仲宗根恵蔵、他6名発令

10月 9日 第8回運動会

昭和61年度 4月 1日 第４代校長:大浦一男、他10名発令

2月 5日 創立10周年記念式典並びに祝賀会

昭和62年度 4月 1日 第５代校長:知念仁幸、他6名赴任

12月18日 県教育委員会指定特殊教育教育課程研究校最終報告会

昭和63年度 4月 7日 入学式挙行（小学部7名、中学部2名、高等部6名、計15名）

11月22日 農場基盤整備事業竣工式

平成元年度 4月 7日 始業式並びに入学式挙行（小学部3人、中学部4人、高等部4人）

7月 4日 第1回養護学校体育大会参加（中・高生徒23名）

1月18日 ランチルームで給食開始

平成２年度 4月 1日 第６代校長:小浜光次郎、教頭:平良昌行、他10名発令

月 9日 平成2年度沖縄県教育委員会指定グループ研究発表会11

平成 年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、事務長:下里 進、他8名発令３

4月 日 平成3･4年度心身障がい児交流活動地域推進校の研究指定の委嘱16

月 4日 プール改修工事竣工10

24 部 ･4 会1月 日 文 省指定平成3 年度心身障がい児交流活動地域推進校の中間発表

3月 3月 平良市民運動実施協議会より緑化美化賞受賞

平成 年度 4月 1日 教頭:普天間裕、他12名発令４

4月 7日 始業式並びに入学式（小学部2名、中学部6名、高等部5名入学）

月 8日 文部省指定平成3･4年度心身障がい児交流活動地域推進校の最終発表会12

平成 年度 4月 1日 第７代校長:赤嶺保善、他7名発令５

4月 7日 始業式並びに入学式（小学部2名、中学部4名、高等部6名入学）

8月 日 心身障がい児交流活動地域推進研究に対して文部省より感謝状を授与23

月 6日 第17回学習発表会2

平成 年度 4月 7日 始業式並びに入学式（中学部6名、高等部6名）６

10月 2日 第17回運動会

2月 5日 第18回学習発表会

平成 年度 4月 7日 始業式並びに入学式（中学部5名、高等部７名入学）７

9月 日 沖縄県緑化コンクールに入選19

月 8日 沖縄県教育委員会指定グループ研究発表会12

平成 年度 4月 1日 第８代校長:親泊俊吉、教頭:大城學、他11名発令８

月 8日 始業式並びに入学式（小学部2名、中学部4名、高等部5名入学）4

5月 1日 在籍数43名，小学部8名，中学部16名，高等部19名，職員数64名

月 日 学校創立20周年記念式典並びに祝賀会12 17

平成 年度 月 1日 定期人事異動に伴い、事務長:平良敏夫、他13名発令９ 4

月 7日 始業式並びに入学式（中学部1名、高等部8名入学）4

5月 1日 在籍数40名，小学部8名，中学部11名，高等部21名，職員数63名

平成 年度 4月 7日 始業式並びに入学式（中学部1名、高等部8名入学）10

5月 1日 在籍数40名，小学部5名，中学部10名，高等部25名，職員数68名

12月 4日 沖縄県指定特殊教育教育課程研究校最終発表会

3月 4日 花と緑と野鳥の住む学園緑化コンクール優秀賞

平成11年度 月 1日 第９代校長:具志川聰子、教頭:玉城茂、他9名発令4
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月 7日 始業式並びに入学式（小学部1名、中学部2名、高等部8名）4

5月 1日 在籍数39名,小学部４名,中学部８名,高等部27名，職員数62名

平成1 年度 4月 1日 第10代校長:照屋盛順、事務長:川満忍、 他 名発令2 15

沖縄県教育委員会より平成12･13年度障がい児職業自立推進重点校に指定

（小学部１名、中学部 名、高等部 名）4月10日 入学式 ０ ４

5月 1日 在籍数38名，小学部8名，中学部7名，高等部23名，職員数62名

10月21日 県緑化コンクール準特選

3月21日 卒業式（小学部24回、中学部22回、高等部19回）

（小学部1名、中学部4名、高等部11名）

月 1日 第11代校長:大城 學、他2名発令平成13年度 4

（小学部2名、中学部2名、高等部9名）4月 9日 入学式

5月 1日 在籍数35名，小学部10名，中学部4名，高等部21名，職員数62名

3月20日 卒業式（小学部25回３名，中学部23回２名，高等部20回７名）

3月29日 リフト付き新スクールバス納入

平成14年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭:仲村渠 修、他15名発令

4月 9日 入学式（小学部1名，中学部4名，高等部2名）

5月 1日 在籍数33名，小学部10名，中学部7名，高等部16名，職員数61名

2月25日 「花と緑と野鳥の住む学園」緑化コンクール『特別賞』受賞

3月20日 卒業式（小学部26回 中学部24回 高等部21回）

平成15年度 4月 1日 第12代校長:玉元 江美子、事務長:岡 恵子、他10名発令

4月 8日 入学式（小学部3名, 中学部2名, 高等部5名）

5月 1日 在籍数36名，小学部13名，中学部8名，高等部15名，職員数63名

3月23日 卒業式（小学部27回･4名, 中学部25回･4名, 高等部22回･8名）

平成16年度 4月 1日 定期人事異動に伴い8名発令

4月 8日 入学式（小学部4名 中学部7名 高等部6名）

4月14日 県教育委員会「グループ研究校」指定

4月22日 宮古病院にて訪問学級を開設する

5月 1日 在籍数41名，小学部15名，中学部13名，高等部13名，職員数63名

11月20日 県緑化コンクールで特選受賞（糸満市）

3月23日 卒業式（小学部28回･2名, 中学部26回･3名, 高等部23回･2名）

平成17年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭:宮城拓人、事務長:長嶺喜一、他職員34名発令

4月 7日 入学式（小学部4名 中学部5名 高等部8名（含む訪問1名 ））

5月 1日 在籍数53名，小学部20名，中学部14名，高等部19名

3月23日 卒業式(小学部第29回:３名、中学部第27回:２名、高等部24回:５名）

平成18年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、職員 教諭 12名 舎 発令

4月 7日 入学式（小学部1名 中学部7名 高等部11名入学）

5月 1日 在籍数61名 小学部18名 中学部18名 高等部25名

2月23日 創立30周年記念講演「夢をあきらめないで」島袋 勉氏

3月16日 新校舎完成を祝う会

3月20日 卒業式（小学部第30回3名,中学部第28回6名, 高等部第25回6名）

平成19年度 4月 1日 幼稚部が設置される

4月 2日 第13代校長:東風平朝淳、 教頭:玻名城安教、他職員37名発令

4月 9日 新校舎で赴任式並びに第1学期始業式

入学式(幼稚部3名、小学部7名、中学部5名、高等部11名、計26名)
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5月 1日 在籍数72名(幼稚部3名,小学部25名,中学部16名,高等部28名)

5月26日 創立30周年記念式典・新校舎落成記念式典

3月21日 卒業式(幼稚部1回修了式 小学部31回 中学部29回 高等部26回)

平成20年度 4月 1日 第14代校長:大城徹彦、他職員34名発令

4月 7日 入学式(幼稚部2名 小学部3名 中学部4名 高等部12名、計21名)

5月 1日 在籍数75名(幼稚部3名,小学部25名,中学部15名,高等部32名)

2月20日 沖縄県教育委員会指定「教育課程」最終成果報告会・公開授業

3月23日 卒業式(幼稚部２回修了式 小学部32回 中学部30回 高等部27回)

平成21年度 4月 1日 学校名の変更「宮古養護学校」から「宮古特別支援学校」

定期人事異動に伴い、教頭:喜久山強、事務長:長嶺真勝、他職員31名発令

4月 7日 入学式(幼稚部2名 小学部3名 中学部5名 高等部13名、計23名)

寄宿舎入舎式(中学部8名 高等部15名、計23名)

5月 1日 在籍数77名(幼稚部2名,小学部24名,中学部15名,高等部36名)

3月23日 卒業式（幼稚部第3回修了式 小学部第33回 中学部第31回 高等部第28回）

4月 1日 第15代校長:伊波 満、他職員29名発令平成22年度

4月 7日 入学式 幼稚部第4回 小学部第34回 高等部第29回

(幼稚部1名、小学部2名（訪問1名）中学部6名、高等部10名、計19名)

5月 1日 在籍数75名(幼稚部1名、小学部21名、中学部16名、高等部37名)

3月23日 卒業式（幼稚部第4回修了式､小学部第34回､中学部第32回､高等部第29回）

3月24日 修了式 離任式

平成23年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、事務長:松田 哲、他職員25名発令

4月 7日 入学式 幼稚部第5回 小学部第35回 高等部第30回

(幼稚部2名、小学部2名（転入生3年生1名 、中学部5名、 高等部8名)）

4月26日 開校記念日（35周年）

5月 1日 在籍数71名(幼稚部2名,小学部21名,中学部16名,高等部32名)

（ ）（ ）3月23日 卒業式 小学部第35回 中学部第33回 高等部第30回 幼稚部第5回修了式

3月24日 平成23年度 修了式 離任式

平成24年度 4月 2日 第16代校長:平良智枝子、他職員22名発令

4月 9日 入学式 幼稚部第6回 小学部第36回 中学部第34回 高等部第31回

(幼稚部1名 小学部2名 中学部3名 高等部11名、計17名）

4月26日 開校記念日（36周年）

5月 1日 在籍数66名(幼稚部１名,小学部21名,中学部14名,高等部30名)

卒業式 小学部第36回 中学部第34回 高等部第31回3月21日

3月22日 修了式 離任式

平成25年度 4月 1日 スクールバス・給食・舎食が民間委託

4月 8日 入学式 幼稚部第7回 小学部第37回 中学部第35回 高等部第32回

3月20日 幼稚部第７回修了式

卒業式：小学部第37回・中学部第35回・高等部第32回

3月24日 修了式・離任式

平成26年度 4月 1日 第17代校長:喜久山強、教頭:比嘉徹、事務長:島尻光恵、他職員26名発令

4月 7日 入学式 幼稚部第8回 小学部第38回 中学部第36回 高等部第33回

4月26日 開校記念日（38周年）

5月 1日 在籍数68名(幼稚部2名,小学部18名,中学部19名,高等部29名)

3月19日 幼稚部第8回修了式(2名)
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3月23日 卒業式：小学部第38回、中学部第36回、高等部第33回

3月24日 修了式・離任式

平成27年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、職員25名発令

4月 7日 入学式 幼稚部第9回 小学部第39回 中学部第37回 高等部第34回

4月26日 開校記念日(39周年)

5月 1日 在籍数66名(幼稚部1名,小学部18名,中学部21名,高等部26名)

10月29日 第54回全日本歯科保健優良校表彰(優秀賞)

3月18日 幼稚部第9回修了式(1名)

3月23日 卒業式：小学部第39回､中学部第37回､高等部第34回、高等部卒業を祝う会

3月24日 修了式・離任式

平成28年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭:與儀達子、事務長:西里馨、他職員28名発令

4月 7日 入学式 幼稚部第10回 小学部第40回 中学部第38回 高等部第35回

寄宿舎入舎式(小学部1名 中学部5名 高等部11名、計17名)

4月26日 開校記念日（40周年）

5月 1日 在籍数69名(幼稚部4名、小学部16名、中学部16名、高等部33名)

11月12日 創立40周年記念式典・祝賀会

3月17日 幼稚部第10回修了式（4名）

3月23日 卒業式：小学部第40回､中学部第38回､高等部第35回､高等部卒業を祝う会

3月24日 修了式・離任式

平成29年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、第18代校長：佐和田聡、他職員26名発令

4月 7日 入学式 小学部第41回 中学部第39回 高等部第36回

寄宿舎入舎式（小学部１名、中学部２名、高等部15名 計18名）

4月26日 開校記念日（41周年）

5月 1日 在籍数68名（小学部20名、中学部12名、高等部36名）

3月16日 第36回高等部卒業式（男子10名、女子１名、計11名）

卒業式：小学部第41回・中学部第39回3月22日

平成30年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭：内間秀樹、他職員31名発令

4月10日 入学式 小学部第42回 中学部第40回 高等部第37回

（小学部3名、中学部5名、高等部12名 計20名）

寄宿舎入舎式（小学部1名、中学部5名、高等部14名 計20名）

4月11日 県教育委員会「グループ研究校」指定

4月26日 開校記念日（42周年）

5月 1日 在籍数68名（小学部21名、中学部11名、高等部36名）

2月 8日 県教育委員会指定「グループ研究」最終報告

3月15日 第37回高等部卒業式（男子8名、女子4名、計12名 、卒業生を祝う会）

卒業式：小学部第42回(2名)・中学部第40回(4名)3月20日

3月22日 修了式・離任式

平成31年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭:仲本一郎、事務長:下地洋光、他職員35名発令

(令和元年度) 4月 9日 入学式 小学部第43回 中学部第41回 高等部第38回

（小学部2名、中学部3名、高等部11名 計16名）

寄宿舎入舎式（小学部1名、中学部6名、高等部10名 計17名）

4月10日 県教育委員会「グループ研究校」指定

4月26日 開校記念日（43周年）

（ 、 、 ）5月 1日 新元号(令和)の施行 在籍数66名 小学部21名 中学部10名 高等部35名
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1月31日 県教育委員会指定「グループ研究」中間報告

～評価の手引きの作成と活用を通して～研究主題：観点を明確にした評価の工夫

3月13日 第38回高等部卒業式（男子8名、女子4名、計12名）

卒業式：小学部第43回(4名)・中学部第41回(3名)3月19日

令和2年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、校長:西永浩士、他職員37名発令

4月26日 開校記念日（44周年）

5月 1日 在籍数68名（幼稚部1名、小学部22名、中学部16名、高等部32名）

5月22日 入学式：幼稚部第11回 小学部第44回 中学部第42回 高等部第39回

（幼稚部1名、小学部3名、中学部8名、高等部9名 計21名）

寄宿舎入舎式（小学部1名、中学部6名、高等部10名 計17名）

8月29日 第1学期終業式(新型コロナウイルス感染症に伴う一斉臨時休業影響)

9月 3日 第2学期始業式

12月18日 県教育委員会指定「グループ研究」最終報告

1月23日 第31回学習発表会

3月12日 第39回高等部卒業式（11名）

卒業式：小学部第44回(4名)・中学部第42回(5名)3月19日

令和3年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、教頭:島袋聡、他職員34名発令

4月 7日 第1学期 始業式

4月 8日 入学式：幼稚部第12回 小学部第45回 中学部第43回 高等部第40回

（幼稚部2名、小学部6名、中学部4名、高等部9名 計21名）

寄宿舎入舎式（小学部2名、中学部6名、高等部13名 計21名）

4月26日 開校記念日(45周年)

5月 1日 在籍数75名（幼稚部2名、小学部28名、中学部15名、高等部30名）

6月 7日 新型コロナウイルス感染症等防止に伴う臨時休業（～20日）

幼稚部、小学部、中学部、高等部

7月20日 第1学期 終業式

9月 1日 第2学期 始業式、人事異動発令に伴い、教頭 比嘉展寿

10月 2日 第39回運動会

12月24日 第2学期 終業式

1月 6日 第3学期 始業式

2月16日 旧十六日祭（11：40下校）

3月16日 第40回高等部卒業式（11名）

3月18日 第13回幼稚部（2名）卒園式

第45回小学部（3名）第43回中学部（3名）卒業式

令和4年度 4月 1日 定期人事異動に伴い、

校長:下地靖子、事務長：森東俊志、他職員34名発令

4月 7日 第1学期 始業式

4月11日 入学式：幼稚部第13回 小学部第46回 中学部第44回 高等部第41回

（幼稚部3名、小学部8名、中学部5名、高等部8名 計24名）

寄宿舎入舎式（小学部1名、中学部6名、高等部11名 計18名）

4月26日 開校記念日(46周年)

（ 、 、 、 ）5月 1日 在籍数82名 幼稚部3名 小学部36名 中学部16名 高等部27名 計82名

7月20日 第1学期 終業式

9月 1日 第2学期 始業式
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11月24日 中高特別支援学校体育大会参加（中３、高3、学年代表）

12月 6日 高等部修学旅行（千葉、東京）3泊4日

12月23日 第2学期終業式

1月 6日 第3学期始業式

1月28日 学習発表会

3月15日 第41回高等部卒業式（9名）

3月17日 第14回幼稚部（2名）

第46回小学部（8名）第44回中学部（8名）卒業式

令和5年度 4月 3日 定期人事異動に伴い、職員35名発令

4月 7日 第1学期 始業式

4月10日 入学式：幼稚部14回 小学部第47回 中学部第45回 高等部第42回

（幼稚部4名、小学部9名、中学部9名、高等部12名 計34名）

4月26日 開校記念日(47周年)

5月 1日 在籍数（幼稚部４名、小学部40名、中学部17名、高等部28名 計89名）

7月20日 第1学期 終業式

9月 1日 第2学期 始業式

10月 7日 第40回運動会

11月22日 中高特別支援学校体育大会参加（中３、高３、学年代表）

12月25日 第2学期終業式

1月 9日 第3学期始業式

1月26日 販売学習（中高）

3月13日 第42回高等部卒業式（9名）

3月17日 第15回幼稚部（4名）

第47回小学部（4名）第45回中学部（3名）卒業式

令和6年度 4月 1日 定期人事異動に伴い

校長：濱元伸、教頭：前川考治、事務長：伊禮弘光、他職員24名発令

4月 8日 第1学期 始業式

4月 9日 入学式：幼稚部15回 小学部第48回 中学部第46回 高等部第43回

（幼稚部5名、小学部6名、中学部4名、高等部7名 計22名）

4月26日 開校記念日(48年目)

5月 1日 在籍数（幼稚部5名、小学部42名、中学部18名、高等部25名 計90名）

7月19日 第1学期 終業式

9月 2日 第2学期 始業式

10月20日 中：修学旅行（大阪、～22日）

11月17日 修学旅行3泊4日（東京・千葉）ディズニーランド

11月25日 小5・6年：修学旅行（沖縄本島、～26日）

11月29日 第36回沖縄県特別支援学校体育大会（コザ運動公園）

12月25日 2学期終業式

1月 7日 3学期始業式

2月 1日 学習発表会

3月11日 第15回幼稚部 修了式

3月12日 第43回高等部卒業式（６名）

4月14日 第48回小学部(３名) 第46回中学部(５名) 卒業式

令和7年度 4月 1日 定期人事異動に伴い職員34名発令

4月 7日 第1学期 始業式
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4月 8日 入学式：幼稚部16回 小学部第49回 中学部第47回 高等部第44回

（幼稚部2名、小学部8名、中学部4名、高等部10名 計24名）

4月25日 開校記念日(49周年)

5月 1日 在籍数（幼稚部2名、小学部47名、中学部19名、高等部28名 計96名）

7月18日 １学期終業式

9月 1日 ２学期始業式

10月11日 第41回運動会

11月21日 第37回特別支援学校体育大会（県総合運動公園）

12月25日 ２学期終業式

1月 6日 ３学期始業式

3月10日 第16回幼稚部 修了式

3月13日 第4９回小学部(８名) 第4７回中学部(11名) 第44回高等部（11名）

卒業式

令和8年度 4月 1日 定期人事異動に伴い職員38名発令

4月 7日 第1学期 始業式

4月 8日 入学式：幼稚部17回 小学部第50回 中学部第48回 高等部第45回

（幼稚部3名、小学部5名、中学部11名、高等部15名 計34名）

5月 1日 在籍数（幼稚部3名、小学部44名、中学部19名、高等部31名 計97名）
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校長 教頭 事務長 PTA会長 校長 教頭 事務長 PTA会長
第1代
S51 平良肇 花城恵喜 久貝清栄 第1代

石垣義夫 H16 玉元江美子 仲村渠修 岡恵子 第10代
花城旭三

S53 〃 〃 〃 〃 H17 〃 宮城拓人 長嶺喜一 〃

S54 〃 〃 〃 〃 H18 〃 〃 〃 第11代
与那覇敏一

S55 〃 大浦一男 〃 第2代
与那覇清

第13代
H19 東風平朝淳 玻名城安教 〃 〃

S56 〃 〃 〃 〃 第１４代
H20 大城徹彦 〃 〃 第12代

奥平清健

第2代
S57 兼浜朝一 〃 〃 〃 H21 〃 喜久山強 長嶺真勝 第13代

井上文人

S５８ 〃 〃 〃 〃 第１５代
H22 伊波満 〃 〃 〃

第３代
S５９ 宮良用倫 前川玄業 島尻忠一 〃 H23 〃 〃 松田哲 第14代

川平陽一

S60 〃 仲宗根恵蔵 〃 〃 第１６代
H24 平良智枝子 田港規剛 〃 第15代

平良大雄

第４代
S６１ 大浦一男 〃 〃 第3代

国仲一男 H25 〃 〃 〃 〃

第５代
S６２ 知念仁幸 〃 砂川寛雄 〃 第１７代

H26 喜久山強 比嘉徹 島尻光恵 第16代
沼田弘信

S63 〃 八田不二夫 〃 〃 H27 〃 〃 〃 〃

H1 〃 〃 〃 〃 H28 〃 與儀達子 西里馨 〃

第６代
H2 小浜光次朗 平良昌行 野原テル子

第4代
砂川恵規

第１８代
H29 佐和田聡 〃 〃 第17代

池間正夫

H3 〃 〃 下地進 〃 H30 〃 内間秀樹 〃 第18代
沼田弘信

H4 〃 普天間裕 仲宗根村子
第5代

仲里敏夫
H31
(R1)

〃 仲本一郎 下地洋光 第19代
真壁靖人

第７代
H５ 赤嶺保善 〃 下里進 〃 第１９代

R2 西永浩士 〃 〃 第２０代
砂川昌也

H6 〃 〃 〃 第6代
安田茂 R3 〃

島袋聡
比嘉展寿 森東俊志 第２１代

山原茂人

H7 〃 〃 〃 〃 第２０代
R4 下地靖子 比嘉展寿 〃 第２２代

石嶺タカエ

第8代
H8 親泊俊吉 大城學 〃 〃 R5 〃 〃 〃 〃

H9 〃 〃 平良敏夫 〃 第21代
R6 濱元伸 前川考治 伊禮弘光 〃

H10 〃 〃 〃 〃 R7 〃 〃 〃 第２３代
下里善盛

第9代
H11 具志川聰子 玉城茂 〃 第7代

永本安子 R8 大城　琢也 與那覇　定史 宮城　加奈子 〃

第10代
H12 照屋盛順 〃 川満忍 第8代

砂川俊英 R9

第11代
H13 大城學 〃 〃 〃 R10

H14 〃 仲村渠修 前田島正介
第9代

平良耕一 R11

第12代
H15 玉元江美子 〃 岡恵子 〃

3             宮古特別支援学校　歴代管理職・PTA会長一覧
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更衣室

男子
トイレ

女子
トイレ

図書室
男子
トイレ

職員
トイレ
（女）

校長
更衣室 印刷室

用務員室 男子
職員
休憩室

校長室
教育相
談・進
路室

事務室

車
椅
子

置
き
場

２組

玄関

女子
トイレ

2年 2年
オープン
教室

学部室
医ケ
ア
複式

高等部
学部室

ピロティー個別
学習室

男子
トイレ

１組
多目
的室

３-１
４組
医ケア

準
備
室

被
服
実
習
室

染
色
洗
濯
室

倉庫

個別
学習室

オープンスペース

男子トイレ 男子トイレ

中庭

職員室
小学部

1･2･4･5･6年
(医ｹｱ･肢体)

音楽室

温室

小学部棟

6年

男子トイレ

中学部棟 高等部棟
女子トイレ

4年
学部室
(教材
庫)

３組 １-１ ２-１

１-２ ２-２

機械

・電機室

-
８
４

-
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 学校教育の基本構想 

１ 本県の目指す教育の姿 

（１）基本的な考え方 

個性の尊重を基本とし、国及び郷土の自然と文化に誇りをもち、創造性・国際性に富む人材の

育成と生涯学習の振興を図る。 

（２）教育の目標 

自ら学ぶ意欲を育て、学力の向上を目指すとともに、豊かな表現力とねばり強さをもつ幼児児

童生徒を育成する。 

平和で安らぎと活力ある社会の形成者として、郷土の文化の継承・発展に寄与し、国際社会・

情報社会等で活躍する心身ともに健全な県民を育成する。 

学校・家庭・地域社会の相互の連携及び協力のもとに、時代の変化に対応し得る教育の方法を

追究し、生涯学習社会の実現を図る。 

※沖縄県教育振興基本計画より（令和4年度～13年度） 

 

２ 学校の教育目標（スクールミッション） 

    ○自立と社会参加の実現に必要な知識技能及び態度や意欲の育成。 

○明るく、素直でたくましく、主体的に活動できる幼児児童生徒の育成。 

－ 校訓 「元気・笑顔・自立」－ 

 

  （１）《めざす幼児児童生徒像》 

    ① 健康で明るく、たくましい幼児児童生徒 

   ② 自分のことは自分でする幼児児童生徒 

   ③ 心豊かで思いやりのある幼児児童生徒          

   ④ よく考え自ら学び行動する幼児児童生徒 

   ⑤ 夢や希望に向かってがんばる幼児児童生徒    

（２）《具体的目標》 

① 健康で明るい生活をするための体力をつくり、健康で安全な生活態度を育てる。 

   ② 自己肯定感や自己有用感等を高め「自分のことは、自分でする」という意識や意欲を高める。 

   ③ みんなと仲良く協力し合い、社会生活に必要な能力や態度を培う。 

   ④ 学ぶこと、働くことを喜び、学ぶ意欲や最後まで頑張る態度を育てる。 

   ⑤ 「よりよい生活」の実現に向けて主体的に行動できる基本的な態度を育てる。 

※ 各学部のめざす幼児児童生徒像については P3 の表１または各学部の教育課程に明記 

 

３ 学校の教育目標を達成するための基本方針 

（１）幼児児童生徒一人一人の障害の状態や特性等に応じた指導の充実を図る。 

 （２）自立と社会参加を推進するため、基本的生活習慣の確立、教育相談、キャリア教育を推進する。 

 （３）健康教育、安全教育の充実と医療的ケアに関する保護者・医療等との連携を推進する。 

 （４）交流及び共同学習を推進し、地域のセンター校としての機能向上と広報の充実を図る。 

 

４ 本年度の重点目標と具体的な実践計画 

（１）活動における目的（目標）意識を高め、主体的な活動を重視した指導の充実を図る。 

    ・個別の教育支援計画等を保護者と共有し、可能な限り幼児児童生徒との共有も推進する。 

      ・授業の導入における「めあて」を明示し、それをふまえた授業の展開を推進する。 

  ・活動における「振り返り」の時間確保を行い、系統的・発展的な学習を推進する。 

  ・ＩＣＴ機器等の活用により興味関心の幅を広げ、教育効果を高める取組を推進する。 

  ・多様な活動に触れる機会を保障し、生涯学習への意欲を高める指導の充実を図る。 

（２）幼児児童生徒一人一人の特性等に配慮し、生活の質を高めるための自立活動の充実を図る。 

・流れ図を活用し、中心課題に基づいた個別の指導計画の作成と活用を推進する。 

・生活行動や学習における、基礎基本の定着に向けてより効果的な実践の工夫改善を図る。 

・個別の指導に必要な環境の設定や教材作成の情報共有など実践の蓄積を推進する。 
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・センター的機能を視野に入れた自立活動の充実と指導体制のさらなる強化を図る。 

（３）幼児児童生徒の安心安全な教育環境に関する体制を構築する。 

    ・医療的ケアをはじめとする幼児児童生徒の安心できる学習環境を整える。 

     ・施設、設備の有効活用を図るとともに幼児児童生徒の安全管理を徹底する。 

       ・不審者対策、台風、火災、地震・津波災害対策、救急救命等の危機管理の強化を図る。 

      ・花と緑いっぱいの潤いのある教育環境づくりと環境教育を推進する。 

（４）一人一人の将来を長期的・短期的に展望するキャリア教育の推進を図る。 

・学部間連携等による一貫性のあるキャリア教育の推進を図る。 

    ・個別の教育支援計画や個別移行支援計画の活用と関係機関と連携した進路指導の充実を図る。 

     ・自己肯定感、本人の願いや思いに着目したキャリア発達支援の取組を推進する。 

・校内及び校外における就業体験等の工夫改善を通し、主体的な進路選択・決定を図る。 

（５）開かれた学校づくりの観点から、社会や地域とつながりを視野に入れた教育活動を展開する。 

    ・体験入学や体験研修、授業参観、教育相談、公開研修会等により本校教育の理解推進を図る。 

      ・宮古圏域における特別支援教育のセンター的機能を担うための体制づくりを推進する。 

      ・学校運営改善のための学校評価の実施と積極的な情報公開を推進する。 

     ・学校間交流、居住地校交流、地域の教育資源活用等で地域社会に関わる機会の充実を図る。 

   ・地域の事業所等との連携による「かおりものプロジェクト」を推進する。 

（６）寄宿舎における指導の充実を図る。 

    ・卒業後のより豊かで充実した生活の実現を視野に入れた生活指導の充実を図る。 

    ・舎生による自治的な活動を通して、主体的・自律的な生活行動の定着を図る。 

   ・家庭や各学部、福祉サービス事業者等との情報共有・連携を推進する。 

（７）特別支援教育に関する専門性のさらなる向上を図る。 

    ・観点別評価と連動した授業改善の研究を深め、評価理論と実践の一体化を図る。   

      ・特別支援学校教諭免許状の取得、各種研修への積極的な参加等による資質向上を推進する。 

      ・県外講師招聘、授業研究会、班別研修等の校内研修の充実を図る。 

 

５ 教育課程編成の基本方針 

     教育課程の編成にあたっては、関係法令や新学習指導要領及び本県の教育主要施策、教育課程編

成要領、特別支援学校教育課程編成に係る事項の取り扱い（通知）を踏まえて、学校教育目標を達

成するために、幼児児童生徒の心身の発達、障害の状態、特性等、本人や保護者の願い、学校の実

態を十分に考慮して、次の事項を踏まえて編成する。 

 

 (１) 一人一人の教育的ニーズに応じて活動しやすい環境が整えられるよう、合理的配慮に努めるとと

もに、基礎的・基本的な内容を精選し、幼小中高一貫した教育課程を編成する。 

 (２) 「育てたい資質・能力」の明確化を図るとともに、幼児児童生徒の「主体的に生きる力」を育成

する視点で編成する。 

  (３) 幼児児童生徒の障害の状態や特性等に応じて、各教科、道徳科、外国語活動、特別活動、自立活

動及び総合的な学習（中学部）・探究（高等部）の時間で編成をする。 

  (４) ５障害種（視覚・聴覚・的・肢体不自由・病弱）に対応するための、個に応じた計画的、弾力的

な編成・運用ができるようにする。 

  (５) 障害の状態に応じて特に必要な場合には、重複障害者等に関する教育課程の取扱いの規定をふま

えて弾力的に編成する。 

(６) 行事等については、各教科等との密接的な関連をふまえて計画し、教育の効果性を高めるととも

に幼児児童生徒の負担加重にならないよう工夫改善を行いながら実施する。 

(７) 学校内外での生活体験や自然体験、地域の教育資源を活用した活動、各種発表会等への参加等に

ついて計画的に実施し、体験を通した学びを重視した内容の充実を図る。 

  (８) 訪問教育は、主治医の指示のもと（保護者の了解を得て）児童生徒の体調に合わせた授業に取り

組む。授業時数については弾力的に扱うものとする。（小中学部週 6 時間、高等部週 8 時間を標

準とする） 
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表１ 各学部のめざす幼児児童生徒像一覧表 

 めざす幼児児童生徒像 

① 健康で明るく、

たくましい幼児

児童生徒 

② 自分のことは

自分でする幼児

児童生徒 

③ 心豊かで思い

やりのある幼児

児童生徒 

④ よく考え自ら

学び行動する幼

児児童生徒 

⑤ 夢や希望に向

かってがんばる

幼児児童生徒 

具体的目標 

① 健康で明るい

生活をするため

の 体 力 を つ く

り、健康で安全

な生活態度を育

てる。 

② 自己肯定感や

自己有用感等を

高め「自分のこ

とは、自分です

る」という意識

や 意 欲 を 高 め

る。 

③ みんなと仲良

く協力し合い、

社会生活に必要

な能力や態度を

培う。 

④ 学ぶこと、働く

ことを喜び、学

ぶ意欲や最後ま

で頑張る態度を

育てる。 

⑤ 「よりよい生

活」の実現に向

けて主体的に行

動できる基本的

な 態 度を 育 て

る。 

各学部における教育目標（めざす幼児児童生徒像） 

幼 ① 元気な子 

   

② 自分でしよう

とする子 

③ やさしい子 ④ あそべる子 ⑤ がんばる子 

小 ① 元気であかる

い児童 

② 自分のことは

自分でする児童 

③ 思いやりのあ

る児童 

④ よく考え、行動

する児童 

⑤ 最後までがん

ばる児童 

中 ① 生活を整えよ

うと努力できる

生徒 

② 意欲を持って

行動できる生徒 

③ 思いやりを持

ち協力できる生

徒 

④ 良く学び、自分

のやりたいこと

を考え、挑戦で

きる生徒 

⑤ 自分の目標に

向かって粘り強

く努力する生徒 

高 ① 自分の健康を

管理できる生徒 

② よりよい生き

方を自分で考え

て選択・実行で

きる生徒 

③ 人に寄り添い、

互いに協力でき

る生徒 

④ 自分で課題を

見つけ、粘り強

く学び挑戦し続

ける生徒 

⑤ 目標に向かっ

て主体的に取り

組める生徒 
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６ 幼稚部の教育課程 

(1) 幼稚部の教育目標（めざす幼児像） 

  ① 元気な子 

  ② 自分でしようとする子 

  ③ やさしい子 

  ④ あそべる子 

  ⑤ がんばる子 

 

 (2) 教育課程の編成方針 

   幼稚部教育要領及び本校教育課程編成の基本方針を踏まえ、幼児期の生活や幼児の発

達の特性及び障害の状態やその特性等を十分に把握し、「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を考慮しながら、次の点に留意して教育課程を編成する。 

  ① ｢個別の指導計画｣を作成し、幼児の障害の状態及び特性に応じた指導体制の充実が図ら

れるように編成する。 

  ② 幼児の興味・関心や欲求に応じて、物的・空間的環境の創意工夫を図り、幼児自ら進ん 

で活動できるように編成する。 

  ③ 遊びを通しての指導を中心とし、健康、人間関係、環境、言葉、表現及び自立活動の

ねらいが総合的に達成できるように編成する。 

④ 他学部との交流学習を通して、望ましい対人関係の形成及び生活経験の拡大が図れるよ 

うに編成する。 

  ⑤ 家庭やその他関係機関との連携を密にし、保護者の保育参加の下で、個に応じた指導の 

充実が図られるように編成する。 

  ⑥ 基礎的・基本的事項の指導を重視し、個々の幼児の実態を踏まえ、自ら活動しようとす 

る意欲や資質・能力を育てるように編成する。 

 

(3) 各領域の指導の重点 

  ① 健康 

   ア 身近な遊具や用具を使った遊びや戸外遊び、集団的な遊び等を通して、体を動かすこ 

とを楽しめるようにする。 

   イ 生活の流れの中で衣服の着脱や食事、排泄など生活に必要な活動への意欲や技能を高 

め、自分でできることを増やす。 

  ② 人間関係 

   ア 身近な人との関わりの中で、愛情や信頼感を養う。 

   イ 身近な人と共に過ごすことの喜びを味わわせ、人とかかわって遊べるようにする。 

   ウ 身近な人との関わりの中で、簡単なきまりを守ることができるようにする。 

  ③ 環境 

   ア 身近な事象や具体物、動植物等に十分に触れ合い親しむ中で、直接的な体験を通して 

身近な環境に興味や関心をもたせる。 

   イ 身近な環境に自ら関わろうとする意欲を育てながら、好ましいかかわり方に気付か 

せる。 
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   ウ 生活や遊びの中で、身の回りのものの性質や色、形、数、量等に興味を持たせ、違い 

に気付かせる。 

④ 言葉 

   ア 身近な人からの語りかけや歌いかけに親しみ、音声の響きやリズムなど言葉の楽しさ

に気付かせる。 

   イ 自分の気持ちを言葉や身体で表現できるようにする。 

   ウ 生活や遊びの中で言葉のやりとりを楽しみ、日常生活に必要なあいさつや返事などの

簡単な言葉が言えるようにする。 

   エ 絵本や物語に親しみ、言葉への感覚が養われるようにする。 

  ⑤ 表現 

   ア 生活の中で、いろいろな音、色、形、感触、動き等に気付いたり、楽しんだりすること

ができるようにする。 

   イ 音楽に親しみ、聞いたり、歌ったり、身体を動かしたり、簡単な楽器を鳴らしたりし

て楽しむことができるようにする。 

   ウ いろいろな素材や用具を使って、かいたり、つくったりして楽しむことができるよう

にする。 

  ⑥ 自立活動 

   ア 上記の５領域と関連させながら、生活の中で遊びを中心とした指導を通して、心身の

調和的発達の基盤を培う。 

   イ 自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するために

必要な態度及び習慣を養う。 
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様式１　幼稚部　　
教育日数、教育時数及び教育週数表

年齢 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

教育日数 16 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 7 188

教育時数 56 72 84 51 0 75 84 65 76 66 72 26 727

教育週数 42 週（年間の教育週数） 42

教育日数 16 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 7 188

教育時数 56 72 84 51 0 75 84 65 76 66 72 26 727

教育週数 42 週（年間の教育週数） 42

教育日数 16 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 7 188

教育時数 56 72 84 51 0 75 84 65 76 66 72 26 727

教育週数 42 週（年間の教育週数） 42

3

4

5

備考
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７ 小学部の教育課程  
 
（１） 小学部の教育目標(めざす児童像)               
   ① 元気であかるい児童 
   ② 自分のことは自分でする児童 
   ③ 思いやりのある児童 

   ④ よく考え、行動する児童 

   ⑤ 最後までがんばる児童 
                                          

（２） 教育課程の編成方針                      

   ① 本校教育課程基本方針に基づき、児童の実態に即して教育内容を精選し、編成する。 

    ② 「個別の指導計画」を作成し、児童の障害の特性及び発達段階に応じた指導内容・方

法で行えるよう弾力的に編成する。 

    ③ 児童の障害の状態や特性及び心身の発達の段階並びに学習の進度等を考慮して、基礎

的・基本的事項に重点をおいて資質・能力を育成できるよう編成する。 

    ④ 児童の病気や障害の特性を踏まえ、情報教育機器の活用や学年、学級の枠にとらわれ

ない学習グループの編成を行う。                       
⑤ 豊かな人間性や社会性を育成するために、交流及び共同学習や体験学習を教育課程に 

位置づけて編成する。                                                       
⑥ 学部間の連携をとり、幼小中高一貫した教育が図れるように編成する。 
⑦ 医療的ケアを要する児童は保護者と連携し健康状態を考慮して、学習活動が負担過重

にならないよう編成する。 
                                         

（３） 各教科、各領域の指導の重点 

    【視覚障害教育、聴覚障害教育、肢体不自由教育、病弱教育】             

  ①  各教科 

        ア  国語 

      ・日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるよう

にする。（知識及び技能） 
・日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像 力を養う。

（思考力、判断力、表現力等） 

・言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、

国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

     イ 社会 

  ・地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴 
史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査 
活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。    

（知識及び技能） 

      ・社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題

を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考

えたことや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。（思考力、判断力、

表現力等） 
・社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を

養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地

域社会の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を
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担う国民としての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについ

ての自覚などを養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
    ウ 算数 

       ・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、 
日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本

的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表

現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする

力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決

しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養

う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

        エ 理科 

      ・自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能 
を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
・自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。（学びに向かう 

力、人間性等） 

 
        オ 生活 

      ・活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、

それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるよう

にする。（知識及び技能） 
・身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活につ

いて考え、表現することができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
 ・身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を 

豊かにしたりしようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
     カ 音楽 

      ・曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現

をするために必要な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。 
（思考力、判断力、表現力等） 
・音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する 

感性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。 
（学びに向かう力、人間性等） 

 
     キ 図画工作 

       ・対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解すると

ともに、材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表した

りすることができるようにする。（知識及び技能） 
・造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想 

や構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることがで 
きるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
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・つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しよう 
とする態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
    ク 家庭 

      ・家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解 
を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践 
を評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（思考 

力、判断力、表現力等） 
・家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の 

一員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。（学びに向 

かう力、人間性等） 
 

    ケ 体育 

      ・その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全につい 
て理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。（知識及び 

技能）   
・運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断すると 

ともに、他者に伝える力を養う。 （思考力、判断力、表現力等） 

・運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活 
を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
    ② 道徳科（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理

解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方について

の考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

※なお、指導については以下の点に留意する 

・児童の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服して、強く生きようとす

る意欲を高め、明るい生活態度を養う。 

・各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密

にしながら、経験の拡充を図り、豊かな道徳的心情を育て、広い視野に立って道

徳的判断や行動ができるようにする。 

 
③ 外国語活動 

・外国語を通して、言語や文化について体験的に理解を深め、日本語と外国語との音声 
の違い等に気付くとともに、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。 
（知識及び技能）   

   ・身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちなど

を伝え合う力の素地を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
   ・外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しなが

ら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（学び

に向かう力、人間性等） 

 
④ 総合的な学習の時間 

    ・探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に

関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。（知識及び技能） 
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・実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分

析して、まとめ・表現することができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
・探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、積

極的に社会に参画しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

⑤ 特別活動 
    ・多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについ

て理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成 

を図ったり、意思決定したりすることができるようにする。（思考力、判断力、表現 

力等） 
・自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における

生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、自己の生き方についての考えを深め、

自己実現を図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

   ⑥  自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の児童が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克

服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基

盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは，児童がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて，主体的に自己

の力を可能な限り発揮し，よりよく生きていこうとすることを意味している事に留意

し、実態に応じた具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27 項目の中から個々の児童に必要とさ

れる項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 

    
【知的障害教育】                                 

  ① 各教科                                    

   ア  生活 

     ・活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、 
それらの関わり等に気付くとともに、生活に必要な習慣や技能を身に付けるように 
する。（知識及び技能） 

・自分自身や身の回りの生活のことや、身近な人々、社会及び自然と自分との関わり 
について理解し、考えたことを表現することができるようにする。（思考力、判断 

力、表現力等） 

・自分のことに取り組んだり、身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自 
信をもって学んだり、生活を豊かにしようとしたりする態度を養う。（学びに向か 

う力、人間性等） 
 
   イ  国語 

     ・日常生活に必要な国語について、その特質を理解し使うことができるようにする。 
（知識及び技能） 

・日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像 
力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・言葉で伝え合うよさを感じるとともに、言語感覚を養い、国語を大切にしてその能 
力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
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   ウ  算数 

     ・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解すると 
ともに、日常の事象を数量や図形に注目して処理する技能を身に付けるようにす 
る。（知識及び技能） 

・日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力、基礎的・基本的な数量や図 
形の性質などに気付き感じ取る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的 
確に表したり柔軟に表したりする力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・数学的活動の楽しさに気付き、関心や興味をもち、学習したことを結び付けてよ 
りよく問題を解決しようとする態度、算数で学んだことを学習や生活に活用しよ 
うとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
   エ 音楽 

     ・曲名や曲想と音楽のつくりについて気付くとともに、感じたことを音楽表現する 
ために必要な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・感じたことを表現することや、曲や演奏の楽しさを見いだしながら、音や音楽の 
楽しさを味わって聴くことができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 

・音や音楽に楽しく関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身 
の回りの様々な音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力、

人間性等） 
 

   オ  図画工作 

      ・形や色などの造形的な視点に気付き、表したいことに合わせて材料や用具を使い、 
表し方を工夫してつくることができるようにする。（知識及び技能） 

・造形的なよさや美しさ、表したいことや表し方などについて考え、発想や構想をし 
たり、身の回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたりすることができるよ 
うにする。（思考力、判断力、表現力等） 

・つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようと 
する態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

      カ  体 育 

     ・遊びや基本的な運動の行い方及び身近な生活における健康について知るとともに、 
基本的な動きや健康な生活に必要な事柄を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・遊びや基本的な運動及び健康についての自分の課題に気付き、その解決に向けて自 
ら考え行動し、他者に伝える力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・遊びや基本的な運動に親しむことや健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく 
明るい生活を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
     

    ② 道徳科（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 
・よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解

を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考

えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

※なお、指導については以下の点に留意する 

・児童の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服して、強く生きようとする

意欲を高め、明るい生活態度を養う。 

・各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密に

しながら、経験の拡充を図り、豊かな道徳的心情を育て、広い視野に立って道徳的
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判断や行動ができるようにする。 

・知的障害のある児童の指導に当たっては、個々の児童の知的障害の状態、生活年齢、

学習状況及び経験等に応じて、適切に指導の重点を定め、指導内容を具体化し、体

験的な活動を取り入れる。 

 

   ③ 外国語活動 
    ・外国語を用いた体験的な活動を通して、日本語と外国語の音声の違いなどに気付き、 

外国語の音声に慣れ親しむようにする。（知識及び技能） 
・身近で簡単な事柄について、外国語に触れ、自分の気持ちを伝え合う力の素地を養 

う。（思考力、判断力、表現力等） 

・外国語を通して、外国の文化などに触れながら、言語への関心を高めようとする態

度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

   ④ 特別活動 

・様々な集団活動を行う上で必要となることについて知り、行動の仕方を身に付けよ 
うとする。（知識及び技能） 

・集団や自己の生活、人間関係の課題に気付き、解決するために話し合おうとする姿 
勢を育むことができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 

・集団活動を通して身に付けたことを生かして、集団や社会における生活及び人間関 
係をよりよくしようとする。（学びに向かう力、人間性等） 
 

    ⑤ 自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の児童が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・

克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達

の基盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは，児童がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて，主体的に自

己の力を可能な限り発揮し，よりよく生きていこうとすることを意味している事に

留意し、実態に応じた具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27 項目の中から個々の児童に必要とさ

れる項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 
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様式２ 小学部
　①　授業日数表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

２年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

３年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

４年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

５年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

６年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

備考

　②　訪問教育授業日数表
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

２年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

３年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

４年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

５年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

６年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 5 111

備考 授業日数は週３日、授業時数は週６時間を標準とする。

24



様式３　　小学部  （　Ⅰ　）課程

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 272 8 280 8 245 7 245 7 175 5 175 5

社会 70 2 70 2 105 3 105 3

算数 136 4 175 5 175 5 175 5 175 5 175 5

理科 70 2 105 3 105 3 105 3

生活 102 3 105 3

音楽 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

図画工作 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

家庭 35 1 35 1

体育 102 3 105 3 105 3 105 3 70 2 70 2 保健を含む

外国語 70 2 70 2

680 20 735 21 735 21 770 22 805 23 805 23

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

35 1 35 1 0 0 0 0

70 2 70 2 70 2 70 2

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

102 3 105 3 70 2 70 2 70 2 70 2

850 25 910 26 980 28 1015 29 1015 29 1015 29

様式３　　小学部  （訪問Ⅰ）課程

備考

国語

社会

算数

理科

生活

音楽

図画工作

家庭

体育 保健を含む

外国語

210合計

３年２年１年教科等

自立活動

50

24

17

11

11

70

210

50

25

16

11

①　標準授業時数表
    　Ⅰ課程（小学校の教育課程に自立活動を加えて編成）

特別活動

自立活動

合計

総合的な学習の時間

各
教
科

小計

道徳科

外国語活動

４年 ６年５年３年１年 ２年

①　標準授業時数表
    　訪問教育Ⅰ課程（小学校の教育課程に自立活動を加えて弾力的に編成）

24

13 14 14 14

44 29

道徳科

外国語活動

総合的な学習の時間

特別活動

４年 ５年 ６年

各
教
科

小計

17

130

5

5

44

11

17

130

5

25 25 24

29

10 12 14 14

9 8 7 7

8 8

9 8 7 7

5 5 5 5

5 5 5 5

12 12

10 10

125 125 125 125

15 14

教科等 備考

210 210 210 210

70 70 70 70

5 5 5 5

5

70

0 0 0 0
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様式３　　小学部（　Ⅱ-A　）課程

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

生活 340 10 350 10 315 9 315 9 350 10 350 10

国語 102 3 105 3 105 3 140 4 140 4 140 4

算数 68 2 70 2 105 3 105 3 105 3 105 3

音楽 34 1 70 2 70 2 70 2 70 2 70 2

図画工作 34 1 35 1 70 2 70 2 70 2 70 2

体育 68 2 70 2 70 2 70 2 70 2 70 2 保健を含む

646 19 700 20 735 21 770 22 805 23 805 23

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

35 1 35 1 35 1 35 1

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

136 4 140 4 140 4 140 4 105 3 105 3

204 6 210 6 245 7 245 7 210 6 210 6

850 25 910 26 980 28 1015 29 1015 29 1015 29

様式３　　小学部（訪問Ⅱ-A）課程

備考

生活

国語

算数

音楽

図画工作

体育 保健を含む

各
教
科

計

道徳科

外国語活動

特別活動

自立活動

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ-A課程（知的特別支援学校小学部の教育課程で編成）

教科等
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

備考

5 5 4

計

合計

②　標準授業時数表
　　　訪問教育Ⅱ-A課程（知的特別支援学校小学部の教育課程を弾力的に編成）

教科等 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

9

3 3 3 3 3 3

18

16 16 11 13 14 14

20 20 20 18 18

8 8 8 8 9

4

3 3 3 3 2 2

50

道徳科 5 5 5 5 5 5

計 55 55 50 50 50

各
教
科

5 5

5

特別活動 10 10 10 10 10 10

外国語活動 5 5 5

210合計 210 210 210 210 210

140

計 155 155 160 160 160 160

自立活動 140 140 140 140 140
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様式３　　小学部（　Ⅱ-B　）課程

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

生活 204 6 210 6 245 7 245 7 245 7 245 7

国語 34 1 70 2 70 2 70 2 70 2 70 2

算数 34 1 35 1 35 1 70 2 70 2 70 2

音楽 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

図画工作 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

体育 34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1 保健を含む

374 11 420 12 455 13 490 14 490 14 490 14

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

35 1 35 1 35 1 35 1

34 1 35 1 35 1 35 1 35 1 35 1

408 12 420 12 420 12 420 12 420 12 420 12

476 14 490 14 525 15 525 15 525 15 525 15

850 25 910 26 980 28 1015 29 1015 29 1015 29

様式３　　小学部（訪問Ⅱ-B）課程

備考

生活

国語

算数

音楽

図画工作

体育 保健を含む

210210 210 210 210 210

50 50 50 50

155 155 160 160 160 160

10 10

140 140

55 55

10 10 10 10

140 140 140 140

5

5 5 5 5

5 5 5 5 5

5 5 5 4 4

3 3 3 2 2

3 3 3 3 3

8 8 8 9 9

11 13 14 14

20 20 18 18 18

計

合計

道徳科

外国語活動

特別活動

自立活動

計

合計

②　標準授業時数表
　　　訪問教育Ⅱ-B課程（知的特別支援学校小学部の教育課程を弾力的に編成）

５年 ６年

各
教
科

教科等 １年 ２年 ３年 ４年

20

16

8

3

3

5

16

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ-B課程（知的特別支援学校小学部の教育課程で編成）

計

各
教
科

計

道徳科

外国語活動

１年 ６年５年２年 ３年 ４年

特別活動

自立活動

教科等 備考
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８  中学部の教育課程 
 

（１）中学部の教育目標（めざす生徒像） 
① 生活を整えようと努力できる生徒 

② 意欲を持って行動できる生徒 

③ 思いやりを持ち協力できる生徒 

④ 良く学び、自分のやりたいことを考え、挑戦できる生徒 

⑤ 自分の目標に向かって粘り強く努力する生徒 

 

（２）教育課程の編成方針 
  個人に必要な「合理的配慮」が提供されるよう、一人一人の障害の状態や教育的ニーズ等に 
応じた適切な指導及び必要な支援を行えるように次の点に留意して教育課程を編成する。 
① 本校教育課程基本方針及び個別の教育支援計画に基づき、教育課程を精選して編成する。 

② 個人差・障害種の多様な生徒集団が協同で取り組むことのできるように、年間を通して

見通しを持った編成をする。 

③ 各教科、各領域を通して、生活習慣の確立、学習の基礎力の定着、資質能力の育成、心

身の調和的発達を目指す。 

④ 社会性や豊かな人間性を育むために、交流及び共同学習の体験的な学習を位置づけて編成 

する。 

⑤ 生徒の実態を把握し、学年の枠にとらわれない学習グループの編成を行い個々の能力に

応じた指導計画を作成する。 

⑥ 教科別、領域別について個別の指導計画を作成し、指導の充実を図る。 

 

（３）各教科、各領域の指導の重点 
 

【視覚障害教育、聴覚障害教育、肢体不自由教育、病弱教育】 

① 各教科 

ア  国語 

・社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにす

る。（知識及び技能） 

・社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

（思考力、判断力、表現力等） 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化に関わ

り、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

イ  社会 

・我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理解するとともに、調

査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。  

（知識及び技能） 

・社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり、社会に

見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明し

たり、それらを基に議論したりする力を養う。 （思考力、判断力、表現力等） 

・社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする

態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の

国土や歴史に対する愛情、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄

を図ることや、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め

る。（学びに向かう力、人間性等） 

 

ウ  数学 

  ・数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。（知識及び技能） 

・数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・
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発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生か

そうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

（学びに向かう力、人間性等） 

 

エ  理科 

    ・自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験

などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
・自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 
（学びに向かう力、人間性等） 

      

オ  音楽 

・曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、

創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。（知識

及び技能） 

・音楽表現を創意工夫することや、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるよ

うにする。（思考力、判断力、表現力等） 

・音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音

楽に対する感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。（学

びに向かう力、人間性等） 

 

カ  美術 

    ・対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、

創造的に表すことができるようにする。（知識及び技能）  
・造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生

み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めた

りすることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等）  
・美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊

かな生活を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力・人間性等） 
 

キ  保健体育 

・各種の運動に応じた技能等及び個人生活における健康･安全について理解するとともに、

基本的な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思考し判断すると

ともに、他者に伝える力を養う。（思考力・判断力・表現力等） 
・生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく

豊かな生活を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

ク 技術・家庭 

・生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技 能を身に付ける

ようにする。（知識及び技能） 
・生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し， 実践を評価・

改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。（思考力・判断力・表現力） 
・よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し 創造しようとす

る実践的な態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

ケ 外国語 
   ・外国語を用いた体験的な活動を通して、身近な生活で見聞きする外国語に興味を持ち、

外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。（知識及び技能） 
  ・身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちを伝

え合う力の素地を養う。（思考力・判断力・表現力等） 
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  ・外国語を通して、外国語やその背景にある文化の多様性を知り、相手に配慮しながら

コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
② 道徳科（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を

基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを

深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

※なお、指導については以下の点に留意する 

・生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服して、強く生きようとする意

欲を高め、明るい生活態度を養う。 

・各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密にし

ながら、経験の拡充を図り、豊かな道徳的心情を育て、広い視野に立って道徳的判断

や行動ができるようにする。 

 

③ 特別活動 

・集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、行動の仕方を身に

つける態度を養う。（知識及び技能） 

・集団や自己の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図り、意思決定

することができる態度を養う。（思考力・判断力・表現力等） 

・集団や社会生活における生活及び人間関係をよりよく形成し、自己実現を図ろうとす

る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

④ 自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克

服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基

盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは，生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて，主体的に自己

の力を可能な限り発揮し，よりよく生きていこうとすることを意味している事に留意

し、実態に応じた具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27項目の中から個々の生徒に必要とされ

る項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 

 
⑤ 総合的な学習の時間 

・探究的な学習の過程の中で、問題解決に必要な知識や技能の基礎を身につける。（知識

及び技能） 

・自分の考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行う能力を養う。（思考力・判断力・

表現力等） 

・よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成すること

を目指す。（学びに向かう力、人間性等） 

 

【知的障害教育】※“★”は“訪問教育”の“指導の重点”とする。 

① 各教科 

ア  国語 

・日常生活や社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切につかうことがで

きるようにする。（知識及び技能） 

・日常生活や社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力

を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

・表情、身ぶり、言葉等で表現するよさに気づくとともに、言語感覚を養い、国語を大

切にしてその能力の向上を図る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

イ  社会 

・地域や我が国の地理的環境及び、歴史や伝統と文化及び外国の様子について、身近な

できごとや体験を通して理解できるようにする。(知識及び技能) 
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・社会的事象について、自分の生活と結びつけて具体的に考え、表現できるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

・社会に主体的に関わることを学び、地域社会の一員として活きていく自覚を養う。（学

びに向かう力、人間性等） 

    

ウ  数学 

  ・数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解し、事象を数理的

に処理する技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
     ・日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な

数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用い

て事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
     ・数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題を解決し

ようとする態度、数学で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。（学

びに向かう力、人間性等） 
 

エ  理科 

・自然の事物・現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な

技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・観察、実験などを行い、疑問をもつ力と仮説を立てる力を養う。（思考力、判断力、表

現力等） 

    ・自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に日常生活や社会生活などに

生かそうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

オ  音楽 

・曲名や曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表

現をするために必要な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・思考力、判断力、表現力等 

音楽表現を考えることや、曲や演奏のよさなどを見いだしながら、音や音楽を味わって

聴くことができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 

・進んで音や音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽しさを感じるとともに、身の回

りの様々な音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

カ  美術 

    ・造形的な視点について理解し、表したいことに合わせて材料や用具を使い、表し方を

工夫する技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・造形的なよさや面白さ、美しさ、表したいことや表し方などについて考え、経験した

ことや材料などを基に、発想し構想するとともに、造形や作品などを鑑賞、自分の見

方や感じ方を深めることができるようにする。（思考力・判断力・表現力等） 

・創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな生

活を営む態度を養い、豊かな情操を培う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

キ  保健体育 

・各種の運動に応じた技能等及び自分の生活における健康･安全について理解するととも

に、基本的な技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・各種の運動や健康・安全についての自分の課題を見付け、その解決に向けて自ら思考

し判断するとともに、他者に伝える力を養う。（思考力・判断力・表現力等） 

     ・生涯にわたって運動に親しむことや健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊

かな生活を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

 

ク  職業・家庭 

○職業分野 

・職業について関心をもち、将来の職業生活に係る基礎的な知識や技能を身に付けるよ
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うにする。（知識及び技能） 

・将来の職業生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習し

たことを伝えるなど、課題を解決する力の基礎を養う。（思考力・判断力・表現力等） 

・将来の職業生活の実現に向けて、生活を工夫しようとする態度を養う。（学びに向かう

力、人間性等） 

○家庭分野 

・家庭の中の自分の役割に気付き、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環

境等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるように

する。（知識及び技能） 

    ・家庭生活に必要な事柄について触れ、課題や解決策に気付き、実践し、学習したこと

を伝えるなど、日常生活において課題を解決する力の基礎を養う。（思考力・判断力・

表現力等） 
    ・家族や地域の人々とのやりとりを通して、よりよい生活の実現に向けて、生活を工夫

しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

ケ 外国語 
・外国語を用いた体験的な活動を通して、身近な生活で見聞きする外国語に興味や関心

を持ち、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しむようにする。（知識及び技能） 
・身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話したりして自分の考えや気持ちなど 
を伝え合う力の素地を養う。（思考力・判断力・表現力等） 

・外国語を通して、外国語やその背景にある文化の多様性を知り、相手に配慮しながら 
コミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
★訪問教育に関しては、生徒の実態や障害の特性に応じて各教科の内容を検討し、個々

に合わせた指導が進められるようにする。 
                               

② 道徳科（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 
・よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を

基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを

深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

※なお、指導については以下の点に留意する 

・生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服して、強く生きようとする意

欲を高め、明るい生活態度を養う。 

・各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密にし

ながら、経験の拡充を図り、豊かな道徳的心情を育て、広い視野に立って道徳的判断

や行動ができるようにする。 

・知的障害のある生徒の指導に当たっては、個々の生徒の知的障害の状態、生活年齢、学

習状況及び経験等に応じて、適切に指導の重点を定め、指導内容を具体化し、体験的な

活動を取り入れる。 

 

★人との関わり合いができるようにする。 

 

③ 特別活動 

  ・学級活動、生徒会活動、学校行事等を通して集団や社会の一員としてみんなと協力し、

適切な行動の仕方を身に付ける態度を養う。（知識及び技能） 

・集団活動に積極的に参加し、集団や自己の課題解決に合意形成を図り、意思決定する

ことができる態度を養う。（思考力・判断力・表現力等） 

・集団や社会生活における生活及び人間関係をよりよく形成し、自己実現を図ろうとす

る態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

④ 自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克

服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達の基
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盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは，生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて，主体的に自己

の力を可能な限り発揮し，よりよく生きていこうとすることを意味している事に留意

し、実態に応じた具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27項目の中から個々の生徒に必要とされ

る項目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 

 

★生命の維持、健康の増進を図る。 

★視覚・聴覚・触覚等の五感に働きかけ、外界の変化を感じ取らせる。 

★体幹、四肢の機能の向上を図る。 

 

⑤ 総合的な学習の時間 

・学校間交流や就業体験、学校授業等における体験的な学習活動の機会などを通して、

各教科等で身に付けた知識や技能等を相互に関連付け、課題や問題を理解するために

必要な基本的なアイデアや概念を形成し、探究的な学習の良さを理解する。（知識及び

技能） 

・身の回りの事象に興味・関心を深め、実生活の中から課題を見いだし、自ら課題を立

てたり、情報を集めたりし、整理してまとめている。（思考力、判断力、表現力等） 

・探究的な学習に主体的・協働的に取り組もうとしているとともに、互いの良さをいか

しながら持続可能な社会へ参画しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性

等） 
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様式４　中学部　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

２年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

３年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 15 197

備考

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

２年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 9 115

３年 6 11 13 8 0 11 12 12 11 10 12 5 111

備考

①　授業日数表

②　訪問教育授業日数表

授業日数は週３日、授業時数は週６時間を標準とする。
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様式５　中学部　（　Ⅰ　）課程

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 135 4 135 4 100 3

社会 100 3 100 3 135 4

数学 135 4 100 3 135 4

理科 100 3 135 4 135 4

音楽 35 1 35 1 35 1

美術 35 1 35 1 35 1

保健体育 65 2 65 2 65 2 保健を含む

技術分野 35 1 35 1 17.5 0.5

家庭分野 35 1 35 1 17.5 0.5

外国語 135 4 135 4 135 4

0 0 0

0 0 0

0 0 0

810 24 810 24 810 24

35 1 35 1 35 1

35 0 35 0 35 0 まとめ取り

35 1 35 1 35 1

100 3 100 3 100 3

205 5 205 5 205 5

1015 29 1015 29 1015 29

様式５　中学部　（訪問Ⅰ・Ⅱ）課程

備考

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育 保健を含む
技術(職業)分野

家庭分野

外国語

計

合計

小計

道徳科

総合的な学習の時間

特別活動

自立活動

①　標準授業時数表
　　　訪問教育Ⅰ課程（中学校の教育課程に自立活動を加えて弾力的に編成）

各
教
科

技術・家庭

選択教科

１年 ２年 ３年

28

21

28

21

8

8

21

8

8

①　標準授業時数表
　　　Ⅰ課程（中学校の教育課程に自立活動を加えて編成）

技術・家庭

各
教
科

選択教科

３年２年１年
教科等 備考

総合的な学習の時間

特別活動

自立活動

合計

小計

道徳科

計

6

157

6

6

6

35

53

210

28 28

21 21

28 28

21 21

8 8

8 8

21 21

8 8

8 8

6 6

教科等

53 53

210 210

35

6

6

6

35

157 157

6

6

6
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様式５　中学部　（　Ⅱ-A　）課程　

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 100 3 100 3 100 3

社会 65 2 65 2 65 2

数学 100 3 100 3 100 3

理科 65 2 65 2 65 2

音楽 70 2 70 2 70 2

美術 70 2 70 2 70 2

保健体育 100 3 100 3 100 3 保健を含む

職業分野 100 3 100 3 100 3

家庭分野 70 2 70 2 70 2

外国語 70 2 70 2 70 2

0 0 0

0 0 0

0 0 0

810 24 810 24 810 24

35 1 35 1 35 1

35 0 35 0 35 0 まとめ取り

35 1 35 1 35 1

100 3 100 3 100 3

205 5 205 5 205 5

1015 29 1015 29 1015 29

様式５　中学部　（　Ⅱ-B　）課程　

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 65 2 65 2 65 2

社会 65 2 65 2 65 2

数学 65 2 65 2 65 2

理科 65 2 65 2 65 2

音楽 70 2 70 2 70 2

美術 70 2 70 2 70 2

保健体育 100 3 100 3 100 3 保健を含む

職業分野 100 2 100 2 100 2

家庭分野 70 2 70 2 70 2

外国語 70 2 70 2 70 2

0 0 0

0 0 0

0 0 0

740 21 740 21 740 21

35 1 35 1 35 1

35 0 35 0 35 0 まとめ取り

35 1 35 1 35 1

170 6 170 6 170 6

275 8 275 8 275 8
1015 29 1015 29 1015 29合計

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ課程（知的特別支援学校中学部の教育課程で編成）

教科等 備考

各
教
科

職業・家庭

選択教科

計

１年 ２年 ３年

自立活動

計

小計

道徳科

総合的な学習の時間

特別活動

自立活動

合計

小計

道徳科

総合的な学習の時間

特別活動

備考
１年 ２年

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ課程（知的特別支援学校中学部の教育課程で編成）

各
教
科

職業・家庭

選択教科

教科等
３年
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９ 高等部の教育課程 
 
（１）高等部の教育目標（めざす幼児児童生徒像） 

① 自分の健康を管理できる生徒 

② よりよい生き方を自分で考えて選択・実行できる生徒 

③ 人に寄り添い、互いに協力できる生徒 

④ 自分で課題を見つけ、粘り強く学び挑戦し続ける生徒 

⑤ 目標に向かって主体的に取り組める生徒 

 

（２） 教育課程の編成方針 

① 本校教育課程の基本方針に基づき、生徒の障害の状態、特性及び進路等に応じて、教育課程を

精選して編成する。 

② 「個別の教育支援計画」に基づき、将来の自立・社会参加に向けての長期的な視点に立った支

援を、計画的･組織的に行う。 

③ 「個別の指導計画」を作成し、生徒の障害の状態及び特性に応じた指導体制の充実を図る。 

④ 各教科、各領域及び各教科等を合わせた指導を通して、資質能力の育成を図る。 

⑤ 生徒の実態に応じて行事の精選を図り、就業体験等の進路指導計画を優先に実施する。 

⑥ 社会性や豊かな人間性を育むために、地域や学校間交流等の体験的学習を計画的に行う。 

⑦ 幼小中高連携した教育課程の編成を図る。 

 

（３） 各教科、各領域の指導の重点 
 【視覚障害教育、聴覚障害教育、肢体不自由教育、病弱教育】（準ずる教育） 
 
 
 

①  各教科 
    ア 国語 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成するとともに、心情を豊かにし、言語感覚 
を磨いて日常生活に生かすことができるようにする。（知識及び技能） 

・社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を養 
う。（思考力、判断力、表現力等） 

    ・日本語の言葉の特徴やきまりを理解し、我が国の伝統的な言語文化への興味･関心を広げる

態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
   イ 地理歴史 
    ・現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸

資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。（知

識及び技能） 
    ・地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・ 

多角的に考察する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決し 

ようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
   ウ 公民 

・高等学校の当該学年に準じた教育内容を主として編成する。 
・障害の状態により、当該学年の学習内容が困難な生徒は、下学年の指導内容を代替して編成する。 
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    ・選択、判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題

について理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べ、まとめる技

能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、

解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構

想したことを議論する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

（学びに向かう力、人間性等） 
 

エ 数学 
    ・数学的活動を通して、数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深める。（知識及び

技能） 
    ・事象を数学的に考察し表現する能力を高める。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・数学のよさを認識し、それらを活用する態度を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 
 
   オ 理科 
    ・自然の事物・現象について初歩的な概念や原理について理解を深め、生徒の実態に応じた

観察・実験に関する基本操作や記録などの技能を身につける。（知識及び技能） 
    ・観察や実験、調べ学習等を行い、科学的に考察し表現する力を高める。（思考力、判断力、

表現力等） 
    ・自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しを持ち振り返ろうとする態度を養う。（学びに

向かう力、人間性等） 
 
   カ 保健体育  

  ・各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとと

もに、技能を身に付ける。（知識及び技能） 
・運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し

判断するとともに、他者に伝える力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
・生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

キ 音楽 
 ・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解す

るとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付けるようにす

る。（知識及び技能） 
 
 ・自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫すること、音楽のよさや美しさを自ら味わっ

て聴くことができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
 ・主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽に親しむ気持ちを育む

とともに、感性を高め、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養

う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
 
   ク 美術 
    ・身近な対象や生活に関わる事象を造形的な視点で捉える力を育成するとともに、材料や用
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具の特性を理解し、一人一人の実態や表現意図に応じて表現方法を選択・工夫しながら、

主体的に表現することができるようにする。 （知識及び技能） 
・造形的なよさや美しさ、表現の意図や工夫に気付き、自分なりの感じ方や考え方を基に主題

を見いだし、教師の支援を受けながら発想や構想を深めるとともに、美術の役割や美術文

化についての見方や感じ方を広げることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）  
・美術活動に安心して取り組む中で、表現することの楽しさや達成感を味わい、自己表現への

自信を高めるとともに、他者の表現を尊重し合いながら、美術に親しみ、生涯にわたって

創造的に関わろうとする態度を養う。 （学びに向かう力、人間性等） 
 
   ケ 外国語（英語） 
   ・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識

を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて活用できる技能を身につけるようにする。（知識及び技能） 
 
・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題

について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを理

解したり、これらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。（思考力、

判断力、表現力等） 
   ・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しな

がら、主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。（学

びに向かう力、人間性等） 
 
   コ 家庭 
    ・人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に

営むために必要な科学的な理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身

に付けるようにする。（知識及び技能） 
・家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したことを科学的な根拠に基づいて論理的に表現するなど、

生涯を見通して課題を解決する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
・様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするととも

に、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度

を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

サ 情報 
・情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能

を習得するとともに、情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。（知識

及び技能） 
・様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に活用する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

    ・ 情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。（学

びに向かう力、人間性等） 
 

シ 産業社会と人間 

・産業社会における自己の在り方生き方に触れ、自己の能力・適性、興味・関心等と各種職

業に求められる資質・能力について理解を深める。（知識及び技能） 
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    ・自己の将来の生き方や進路について考え、考えたことを選択・判断したりする力、選択・

判断したことを適切に表現する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

    ・就業体験等と連動し、社会生活や職業生活に必要な能力や態度及び望ましい勤労観、職業

観の育成を図る。（学びに向かう力、人間性等） 
  

② 総合的な探究の時間 
・探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念

を形成し、探究の意義や価値を理解する力を育てる。（知識及び技能） 
  ・実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整

理、比較してまとめ・表現する力の育成を図る。（思考力、判断力、表現力等） 
  ・探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造

し、よりよい社会を実現しようとする態度を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 
 

③ 特別活動 
・多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解し、

行動の仕方を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図った

り、意思決定したりすることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
・自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画し、

生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を

深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

④ 自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服するた

めに必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは、生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて、主体的に自己の力を可

能な限り発揮し、よりよく生きていこうとすることを意味している事に留意し、実態に応じた

具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27 項目の中から個々の生徒に必要とされる項目

を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 

 
【知的障害教育】 

 
 
① 各教科 
 ア 国語 

 ・社会参加に必要な、話す・聞く・書く・読む力を育て、適切に使うことができるように

する。（知識及び技能） 
 ・社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や判断力を養う。（思考

力、判断力、表現力等） 
・言葉の持つ良さに気づき、言語感覚を養い、表情や身振り、言葉で表現しようとする態

度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
イ 社会   
 ・社会参加するためのきまり、公共施設の役割と制度、情報化社会や外国との関わりを理解     

し、 情報を収集し、活用する技能を身に付けるようにする。（知識及び技能） 

・生徒の実態に応じて教科別、領域別、各教科等を合わせた指導で編成することもある。 
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 ・身のまわりの社会的事象や情報メディア等に興味･関心をもたせ、情報の取り扱いについ   
て注意することや情報の発信にもマナーがあることを理解する。（思考力、判断力、表現

力等） 
・社会に主体的に関わろうとする態度を養い、地域社会の一員として人々と共に生きていく

ことの大切さについての自覚を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

ウ 数学 
 ・数量や図形などの基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数     

学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。（知識及び技能） 
    ・日常の事象を数理的に捉え、筋道を立てて考察する力や数学的な表現を用いて事象を表す

力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
 ・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、粘り強く考える態度や数学を生活や学習に活

用しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

エ 理科 
 ・自然の事物、現象についての基本的な理解を図り、観察、実験などに関する初歩的な技能

を身に付ける。（知識及び技能） 
・観察、実験などを行い、疑問を持つ力や解決の方法を考える力を養う。（思考力、判断

力、表現力等） 
    ・自然を愛する心情を養うとともに、学んだことを主体的に生活に生かそうとする態度を養

う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
オ 外国語（英語） 
・聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目

的や場面、状況などに応じて活用できる技能を身につけるようにする。（知識及び技能） 
    ・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、話し手や書き手の意図を理解

しようとする、またこれらを活用して、表現したり伝え合ったりすることができる力を養

う。（思考力、判断力、表現力等） 
・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いてコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

カ 音楽 
・音楽の構造や多様性について理解するとともに、音楽表現に必要な技能を身につける。

（知識及び技能） 
    ・音楽表現を創意工夫し、音楽のよさや美しさを自分なりに味わって聴くことができるよう

にする。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育

て、音楽に親しむ態度や豊かな情操を培う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

キ 美術 
・身近な材料や用具に親しみながら、形や色、感触などの造形的な特徴に気付き、教師の支

援を受けて、自分なりの思いや意図を基に表現方法を選んだり工夫したりして表すことが

できるようにする。 （知識及び技能） 
・感じたことや気付いたことを基に、表したいことを少しずつ見付け、教師や友達と関わり

ながら発想を広げたり、簡単な構想をもって表現したりするとともに、身近な美術作品や
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文化に触れ、美術の見方や感じ方を広げることができるようにする。 （思考力、判断

力、表現力等） 
・安心して美術の活動に取り組み、表現する楽しさや達成感を味わう中で、自分の表現を大

切にするとともに、友達の表現に関心をもち、美術に親しみながら心豊かな生活を築こう

とする態度を養う。 （学びに向かう力、人間性等） 
 

ク 保健体育 
・各種の運動の特性に応じた技能等並びに個人生活及び社会生活における健康・安全につい

ての理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付ける。（知識及び技能） 
・各種の運動や健康・安全についての自他や社会の課題を発見し、その解決に向けて仲間と

思考し判断するとともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。（思考力、判断力、

表現力等） 
・生涯にわたって継続して運動に親しむことや、健康の保持増進と体力の向上を目指し、明

るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 

 ケ 職業 
・職業に関する事柄について理解を深めるとともに、将来の職業生活に係る技能を身に付け   
るようにする。（知識及び技能） 

    ・将来の職業生活を見据え、必要な事柄を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を

評価・改善し、表現する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・よりよい将来の職業生活の実現や地域社会への貢献に向けて、生活を改善しようとする実

践的な態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
コ 家庭 
・家族・家庭の機能について理解を深め、生活の自立に必要な家族・家庭、衣食住、消費や環

境等についての基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

（知識及び技能） 
 ・家族や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え、実践を評

価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。（思考力、判断力、表現

力等） 
 ・家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一員として、よりよい生活の実現に向けて、生

活を工夫し考えようとする実践的な態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
サ 情報 

・身近にある情報と情報技術について理解を深め技能を習得するとともに、情報社会と人と

の関わりについての理解を深めるようにする。（知識及び技能） 
    ・身近にある事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の解決に向けて情報と情報技術を

適切に活用する力を養う。（思考力、判断力、表現力等） 

    ・身近にある情報と情報技術について個々に適した活用を図り、主体的に活用する態度を養

う。（学びに向かう力、人間性等） 

 
② 道徳科 

・よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基

に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深め

る学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 
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※なお、指導については以下の点に留意する 

・生徒の障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服して、強く生きようとする意欲を

高め、明るい生活態度を養う。 

・各教科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動との関連を密にしなが

ら、経験の拡充を図り、豊かな道徳的心情を育て、広い視野に立って道徳的判断や行動

ができるようにする。 

・知的障害のある生徒の指導に当たっては、個々の生徒の知的障害の状態、生活年齢、学習

状況及び経験等に応じて、適切に指導の重点を定め、指導内容を具体化し、体験的な活

動を取り入れる。 

 
③ 総合的な探究の時間 

・探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる

概念を形成し、探究の意義や価値を理解する力を育てる。（知識及び技能） 
    ・実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、

整理、比較してまとめ・表現する力の育成を図る。（思考力、判断力、表現力等） 
    ・探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創

造し、よりよい社会を実現しようとする態度を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 
 

④ 特別活動 
・多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理

解し、行動の仕方を身に付けるようにする。（知識及び技能） 
・集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図っ

たり、意思決定したりすることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 
・自主的、実践的な集団活動を通して身に付けたことを生かして、主体的に集団や社会に参画

し、生活及び人間関係をよりよく形成するとともに、人間としての在り方生き方についての

自覚を深め、自己実現を図ろうとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 
 
⑤ 自立活動（準ずる教育課程・知的障害教育課程共通） 

・個々の生徒が自立を目指し、障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する

ために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培う。 

※なお、指導内容の設定については以下の点に留意する。 

・「自立」とは、生徒がそれぞれの障害の状態や発達の段階等に応じて、主体的に自己の力を

可能な限り発揮し、よりよく生きていこうとすることを意味している事に留意し、実態に応

じた具体的な指導内容を設定する。 

・学習指導要領に示す自立活動の内容の六区分 27 項目の中から個々の生徒に必要とされる項

目を選定し、それらを相互に関連付けて具体的な指導内容を設定する。 
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様式６　高等部　
①　授業日数表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 17 18 21 13 0 19 21 20 17 17 18 15 196

２年 17 18 21 13 0 19 21 20 17 17 18 15 196

３年 17 18 21 13 0 19 21 19 19 17 18 10 192

備考

②　訪問教育授業日数表
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

１年 14 14 17 10 0 15 17 16 14 14 14 12 157

２年 14 14 17 10 0 15 17 16 14 14 14 12 157

３年 14 14 17 10 0 15 17 15 15 14 14 8 153

備考 授業日数は週４日、授業時数週８時間を標準とする。
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様式７　高等部普通科　(　Ⅰ  )課程

現代の国語 2 0 0 2 2

言語文化 2 2 2 0 4

地理総合 2 0 0 2 2

歴史総合 2 0 2 0 2

公民 公共 2 2 0 0 2

数学Ⅰ 2 2 2 0 4

数学A 2 0 0 2 2

科学と人間生活 2 2 0 0 2

物理基礎 2 0 2 2 4

化学基礎 2 0 0

生物基礎 2 0

地学基礎 2 0 0

体育 7～8 2 2 3 7

保健 2 1 1 0 2

音楽Ⅰ 2 2 2 2 6

美術Ⅰ 2 1 1 1 3

コミュニケーション英語Ⅰ 3 2 2 0 4

論理・表現Ⅰ 2 0 0 2 2

家庭 家庭総合 4 2 2 2 6

情報 情報Ⅰ 2 2 2 2 6

学校設定教科 産業社会と人間 6 6 6 6 18

26 26 26 78

0 まとめ取り

ホームルーム活動 1 1 1 3

3 3 3 9

4 4 4 12

30 30 30 90

①　教育課程表（令和６～８年度入学者）
　　 Ⅰ課程（高等学校の教育課程に自立活動を加えて編成）

国語

地理歴史

数学

合計 備考教科等 科目名
標準

単位数
２年 ３年

共通教科・科目単位数計

1年

特別活動

総合的な探究の時間

芸術

外国語

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

理科

保健体育

自立活動

計

合計

2年次は基礎を付
した科目のうちか
ら１科目選択。3
年次も同科目を履
修する。
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様式７　高等部普通科　(訪問Ⅰ)課程

現代の国語 2 0.5 0.5 0.5 1.5

言語文化 2 0.5 0.5 0.5 1.5

地理総合 2 0.3 0.3 0.3 0.9

歴史総合 2 0.3 0.3 0.3 0.9

公民 公共 2 0.5 0.5 0.5 1.5

数学 数学Ⅰ 2 0.5 0.5 0.5 1.5

科学と人間生活 2 0.5 0.5 0.5 1.5

物理基礎 2 0.5 0.5 0.5 1.5

化学基礎 2 0.0

生物基礎 2

地学基礎 2 0.0

体育 7～8 0.2 0.2 0.2 0.6

保健 2 0.1 0.1 0.1 0.3

音楽Ⅰ 2 0.5 0.5 0.5 1.5

美術Ⅰ 2 0.0

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ 3 0.5 0.5 0.5 1.5

家庭 家庭総合 4 0.5 0.5 0.5 1.5

情報 情報Ⅰ 2 0.5 0.5 0.5 1.5

5.9 5.9 5.9 17.7

0.5 0.5 0.5 1.5

ホームルーム活動 0.5 0.5 0.5 1.5

1 1 1 3.0

2 2 2 6.0

7.9 7.9 7.9 23.7

3年
(時数)

合計 備考教科等 科目名
標準

単位数
1年

(時数)
2年

(時数)

いずれか1科目

「科学と人間生活」
と基礎を付した科目
1科目

合計

共通教科・科目単位数計

総合的な探究の時間

特別活動

自立活動

計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

理科

保健体育

芸術

①　教育課程表（令和６～８年度入学者）
　　　訪問教育Ⅰ課程（高等学校の教育課程に自立活動を加えて弾力的に編成）
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様式７　高等部普通科（　Ⅱ-A　）課程　

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 65 2 65 2 65 2

社会 35 1 35 1 35 1

数学 65 2 65 2 65 2

理科 35 1 35 1 35 1

音楽 65 2 65 2 65 2

美術 65 2 65 2 65 2

保健体育 100 3 100 3 100 3 体育理論・保健を含む

職業 340 10 340 10 340 10

家庭 35 1 35 1 35 1

外国語 35 1 35 1 35 1

情報 35 1 35 1 35 1

875 26 875 26 875 26

35 1 35 1 35 1

35 0 35 0 35 0 まとめ取り

ホームルーム活動 35 1 35 1 35 1

70 2 70 2 70 2

175 4 175 4 175 4

1050 30 1050 30 1050 30

様式７　高等部普通科（　Ⅱ-B　）課程　

授業時数 週時数 授業時数 週時数 授業時数 週時数

国語 35 1 35 1 35 1

社会 35 1 35 1 35 1

数学 35 1 35 1 35 1

理科 35 1 35 1 35 1

音楽 65 2 65 2 65 2

美術 65 2 65 2 65 2

保健体育 100 3 100 3 100 3 体育理論・保健を含む

職業 340 10 340 10 340 10

家庭 35 1 35 1 35 1

外国語 35 1 35 1 35 1

情報 35 1 35 1 35 1

815 24 815 24 815 24

35 1 35 1 35 1

35 0 35 0 35 0 まとめ取り

ホームルーム活動 35 1 35 1 35 1

130 4 130 4 130 4

235 6 235 6 235 6

1050 30 1050 30 1050 30

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ課程（知的特別支援学校高等部の教育課程で編成）

教科等 備考
1年 ２年 ３年

自立活動

その他小計

合計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

共通教科・科目時数小計

道徳科

総合的な探究の時間

特別活動

②　標準授業時数表
　　　Ⅱ課程（知的特別支援学校高等部の教育課程で編成）

教科等
1年 ２年 ３年

備考

自立活動

その他小計

合計

各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

共通教科・科目時数小計

道徳科

総合的な探究の時間

特別活動
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９　週時程表　（様式12）

（ 幼稚　）部 （　小　）部　　訪問教育課程　

時程名 時間 月 火 水 木 金 時程名 時間 月 火 水 木 金

登校

生活に必要
な活動
遊び・自活

8:50 ～ 10:00 70 1 5 9 13 17 １校時 8:55 ～ 9:40 45

生活に必要
な活動(朝
の会)

10:00 ～ 10:25 25 1.5 5.5 9.5 13.5 17.5 ２校時 9:50 ～ 10:35 45 A1 C1 B3 C５ B５

遊び 10:25 ～ 11:30 65 2.5 6.5 10.5 14.5 18.5 ３校時 10:45 ～ 11:30 45 A2 C2 B4 C６ B６

生活に必
要な活動

11:30 ～ 11:50 20 3 7 11 15 19 ４校時 11:40 ～ 12:25 45

給食 11:50 ～ 12:30 40 （昼食） 12:25 ～ 13:00 35

生活に必
要な活動

12:30 ～ 13:10 40 4 8 12 16 20 13:00 ～ 13:25 25

生活に必要
な活動(帰
りの会)

13:10 ～ 13:20 10 ５校時 13:25 ～ 14:10 45 B１ A3 C３ A５

下校 ６校時 14:20 ～ 15:05 45 B２ A4 C４ A６

（　小　）部　（１）年　（Ⅰ、Ⅱ）課程 （　小　）部　（２）年　（　Ⅰ、Ⅱ　）課程

時程名 時間 月 火 水 木 金 時程名 時間 月 火 水 木 金

登校

学活 8:40 ～ 8:55 15 学活 8:40 ～ 8:55 15

１校時 8:55 ～ 9:40 45 1 6 11 16 21 １校時 8:55 ～ 9:40 45 1 6 12 17 22

２校時 9:50 ～ 10:35 45 2 7 12 17 22 ２校時 9:50 ～ 10:35 45 2 7 13 18 23

３校時 10:45 ～ 11:30 45 3 8 13 18 23 ３校時 10:45 ～ 11:30 45 3 8 14 19 24

４校時 11:40 ～ 12:25 45 4 9 14 19 24 ４校時 11:40 ～ 12:25 45 4 9 15 20 25

給食 12:25 ～ 13:25 60 給食 12:25 ～ 13:25 60

５校時 13:25 ～ 14:10 45 5 10 15 20 25 ５校時 13:25 ～ 14:10 45 5 10 16 21 26

学活 14:10 ～ 14:20 10 ６校時 14:20 ～ 15:05 45 11

下校 学活 15:05 ～ 15:15 10

下校 14:20 14:20 14:20 14:20

（　小　）部　（３）年　（　Ⅰ、Ⅱ　）課程 （　小　）部　（４～６）年　（　Ⅰ、Ⅱ　）課程

時程名 時間 月 火 水 木 金 時程名 時間 月 火 水 木 金

登校 登校

学活 8:40 ～ 8:55 15 学活 8:40 ～ 8:55 15

１校時 8:55 ～ 9:40 45 1 7 13 19 24 １校時 8:55 ～ 9:40 45 1 7 13 19 25

２校時 9:50 ～ 10:35 45 2 8 14 20 25 ２校時 9:50 ～ 10:35 45 2 8 14 20 26

３校時 10:45 ～ 11:30 45 3 9 15 21 26 ３校時 10:45 ～ 11:30 45 3 9 15 21 27

４校時 11:40 ～ 12:25 45 4 10 16 22 27 ４校時 11:40 ～ 12:25 45 4 10 16 22 28

給食 12:25 ～ 13:25 60 給食 12:25 ～ 13:25 60

５校時 13:25 ～ 14:10 45 5 11 17 23 28 ５校時 13:25 ～ 14:10 45 5 11 17 23 29

６校時 14:20 ～ 15:05 45 6 12 18 ６校時 14:20 ～ 15:05 45 6 12 18 24

学活 15:05 ～ 15:15 10 学活 15:05 ～ 15:15 10

下校 下校

備考: 備考:

15:20 15:20

学活
14：10

～
14：20

学活
14：10

～
14：20

学活
14：10

～
14：20

学活
14：10

～
14：20

学活
14：10

～
14：2014:20

15:20

備考: 備考:

週（28）時間 週（29）時間

時刻 時刻

8:40 8:40

時刻 時刻

8:40

13:20

備考:すべての活動において自立活動を配慮する。

備考:授業日数は週３日、週授業時数は６時間を標準
    児童の居住地を考慮し、一定の移動時間を確保する。
    スクーリングは年間を通して適切に設定する。

週（25）時間 週（26）時間

移動（午前分）

昼食

移動（午後分）

週（20）時間 週（6）時間

時刻 時刻

8:50
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９　週時程表　（様式12）

（　中学　）部　（１～３）年　（　Ⅰ、Ⅱ　）課程 （　中学　）部　　訪問教育課程

時程名 時間 月 火 水 木 金 時程名 時間 月 火 水 木 金

登校

学活 8:40 ～ 8:55 15 １校時 8:55 ～ 9:45 50

１校時 8:55 ～ 9:45 50 1 7 13 19 25 ２校時 9:50 ～ 10:40 50 A1 C1 B3 C５ B５

２校時 9:50 ～ 10:40 50 2 8 14 20 26 ３校時 10:45 ～ 11:35 50 A2 C2 B4 C６ B６

３校時 10:45 ～ 11:35 50 3 9 15 21 27 ４校時 11:40 ～ 12:30 50

４校時 11:40 ～ 12:30 50 4 10 16 22 28 （昼食） 12:15 ～ 13:00 45

給食 12:30 ～ 13:20 50 13:00 ～ 13:25 25

５校時 13:20 ～ 14:10 50 5 11 17 23 29 ５校時 13:25 ～ 14:15 50 B１ A3 C３ A５

６校時 14:15 ～ 15:05 50 6 12 18 24 学活 ６校時 14:20 ～ 15:10 50 B２ A4 C４ A６

学活 15:05 ～ 15:15 10 14:20下校

下校

（高等）部　（ １～３ ）年　（Ⅰ、Ⅱ）課程 （　高等　）部　　訪問教育課程

時程名 時間 月 火 水 木 金 時程名 時間 月 火 水 木 金

登校

SHR 8:40 ～ 8:55 15 １校時 8:55 ～ 9:45 50 A５ B５ C５

１校時 8:55 ～ 9:45 50 1 7 13 19 25 ２校時 9:50 ～ 10:40 50 A1 C1 A６ B６ C６

２校時 9:50 ～ 10:40 50 2 8 14 20 26 ３校時 10:45 ～ 11:35 50 A2 C2 A７ B７ C７

３校時 10:45 ～ 11:35 50 3 9 15 21 27 ４校時 11:40 ～ 12:30 50 A８ B８ C８

４校時 11:40 ～ 12:30 50 4 10 16 22 28 12:15 ～ 13:00 45

給食 12:30 ～ 13:20 50 13:00 13:25 25

５校時 13:20 ～ 14:10 50 5 11 17 23 29 ５校時 13:25 ～ 14:15 50 B1 A3 B３ C３

６校時 14:15 ～ 15:05 50 6 12 18 24 30 ６校時 14:20 ～ 15:10 50 B2 A4 B４ C４

SHR 15:05 ～ 15:15 10

下校 15:20 備考:授業日数は週４日、週授業時数は８時間を標準
生徒の居住地を考慮し、一定の移動時間を確保する。
スクーリングは年間を通して適切に設定する。備考:

8:40 移動（午前分）

移動（午前分）

移動（午前分）

（昼食）
（昼食） 移動（午前分）

移動（午後分）

移動（午後分）

時刻 時刻

移動（午後分）

週（ 29 ）時間 週（　６　）時間

時刻 時刻

8:40

15:20 備考:授業日数は週３日、週授業時数は６時間を標準
生徒の居住地を考慮し、一定の移動時間を確保する。
スクーリングは年間を通して適切に設定する。備考:

週（　30　）時間 週（　８　）時間

移動（午前分）

移動（午前分）

昼食

移動（午後分）
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６ 学級編制表 （令和８年5月1日現在）

男 女 計

4歳 1 0 1

５歳 1 1 2

小　計 2 1 3 1

１年１組 2 1 3 1 一般学級

2年１組 2 2 4 1 重複学級

２年２組 2 1 3 1 一般学級

２年３組 2 1 3 1 重複学級(複式)

３年１組 2 2 4 1 一般学級

３年２組 2 1 3 1 重複学級

４年１組 3 1 4 1 一般学級

４年２組 3 0 3 1 重複学級

４年３組 0 2 2 1 重複学級

５年1組 4 1 5 1 一般学級

5年2組 2 1 3 1 重複学級

６年１組 2 2 4 1 一般学級

６年２組 0 3 3 1 重複学級

小　計 26 18 44 13

１年１組 2 1 3 1 一般学級

１年２組 3 2 5 1 一般学級

１年３組 1 2 3 1 重複学級

２年１組 2 0 2 1 一般学級

３年１組 1 2 3 1 一般学級

３年２組 1 2 3 1 重複学級（複式）

小計 10 9 19 6

１年１組 4 3 7 1 一般学級

１年２組 5 2 7 1 一般学級

２年１組 4 0 4 1 一般学級

２年２組 2 3 5 1 一般学級

２年３組 0 2 2 1 重複学級（複式）

３年１組 4 2 6 1 一般学級

小　計 19 12 31 6

57 40 97 26

［知的障害教育］
知的一般･････2８名

重複学級･････２名
（１年生1名は２年２組に位
置づける）

学級の種類 備考

中
　
学
　
部

［知的障害教育］
一般学級・・・・ 13名

重複学級・・・・6名
（２年生２名は３年２組に位
置づける）

小
　
学
　
部

［知的障害教育］
一般学級・・・・２４名

重複学級・・・・２０名
（１年生の２名は２年３組に
位置づける）

幼児児童生徒数

1

合　計

学部 学年・組 学級数

高
　
等
　
部
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学部 種目 発行者 図書名

生活 福音館 福音館の単行本　かがみのえほんきょうのおやつは

生活 小学館 小学館の図鑑NEO　まどあけずかん　たべもの

生活 小学館 きむらゆういちのパッチン絵本　おいしいな！

生活 ひかりのくに ２０２シリーズ　たべもの２０２

生活 ひかりのくに 改訂新版　体験を広げるこどものずかん８　あそびのずかん

生活 高橋書店 はじめてのずかんたべもの

国語 偕成社 エリック・カールの絵本　　はらぺこあおむし

国語 同成社 ゆっくり学ぶ子のための  「こくご２」（改訂版）  （かたかな・かん字の読み書き）

国語 文研出版 みるみる絵本　もこもこもこ

国語 ブロンズ新社 だるまさんが

国語 ブロンズ新社 だるまさんの

国語 戸田デザイン研究所 あいうえおえほん

国語 東京書店 わくわく音あそびえほん新装版にほんご★えいごおしゃべりタブレットえほん

国語 赤ちゃんとママ社 こえでからだでゆびもじでやってみよう！あいうえお

国語 こぐま社 柳原良平のえほん　やさいだいすき

国語 東書 あたらしいこくご１

算数・数学 小学館 ドラえもんとおぼえよう！とけいのえほん

算数・数学 小学館 ２１世紀幼稚園百科６　かずあそび１・２・３

算数・数学 ポプラ社 ０歳からのあかちゃんえほん１０　あかまるどれかな？

算数・数学 ポプラ社 ０歳からのあかちゃんえほん１１　あかまるいくつ？

算数・数学 同成社 ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」５(３けたの数の計算、かけ算、わり算）

音楽 朝日新聞出版 うたおう♪はなそう！おうた＆ことばタブレット

音楽 朝日新聞出版 たいこであそぼ！ノリノリドンドンおもしろドラム

音楽 朝日新聞出版 てあそびうた＆ゆびあそびゲームタブレット

音楽 ベネッセ マイクでうたおう！すきすきだいすきおうたえほん

音楽 ポプラ社 どうようクラシック名曲ピアノえほん新装版

音楽 サーベル社 おんぷのおえかきワーク・ブック３　えかきうたつき

図工・美術 ブロンズ新社 らくがき絵本五味太郎５０％

図工・美術 学研 あそびのおうさまＢＯＯＫぬって

図工・美術 学研 あそびのおうさまＢＯＯＫはって

図工・美術 コクヨ かおノート

図工・美術 PHP研究所 ねんどどん

図工・美術 東京書籍 みつけて！アートたんてい

英語 金の星社 ABCのえほん

英語 ベネッセ しまじろうの えいごの うた

道徳 少年写真新聞社 きもち

道徳 偕成社 ぼちぼちいこか

道徳 永岡書店 ポップアップ絵本　カラーモンスター　きもちはなにいろ？

国語 東京書店 国語☆☆☆☆

音楽 東京書店 音楽☆☆☆☆

社会 東京書店 社会☆☆☆☆

理科 東京書店 理科☆☆☆☆

職業・家庭 東京書店 職業・家庭☆☆☆☆

音楽Ⅰ 教芸（教育芸術社） ＭＯＵＳＡ１

職業・家庭 日本教育研 ひとりだちするための進路学習

７　令和８年度使用教科書一覧

小
学
部

中
学
部

高
等
部

 56
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１　疾病、障害の状況 令和８年５月１日現在

学部
性別 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
在籍 2 1 3 26 18 44 9 10 19 19 12 31 56 41 97

知的障害 1 1 2 16 4 20 6 4 10 13 7 20 36 16 52

自閉症・自閉的傾向 1 1 11 5 16 7 1 8 13 6 19 31 13 44

広汎性発達障害 0 1 1 0 0 1 0 1

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） 1 1 7 1 8 1 1 2 4 2 6 12 5 17

学習障害（ＬＤ） 0 0 0 1 1 0 1 1

てんかん 0 1 1 2 1 1 1 1 2 2 4

境界知能 0 0 0 0 0 0 0

脳性麻痺 0 1 1 1 1 0 1 1 2

全前脳胞症 0 0 1 1 0 0 1 1

脳梁欠損症 0 1 1 0 1 1 0 2 2

感染症後後遺症 0 0 0 0 0 0 0

8トリソミー 0 0 0 0 0 0 0

ウエスト症候群 0 1 1 0 0 1 0 1

側湾症 0 0 0 1 1 0 1 1

ダウン症 0 2 2 4 1 3 4 0 3 5 8

心室・心房中隔欠損症 0 1 1 2 1 1 0 1 2 3

ファロー四徴症 0 1 1 0 0 1 0 1

動脈管開存症 0 1 1 0 0 1 0 1

甲状腺機能低下症 0 2 2 1 1 0 2 1 3

本態性高Na血症 0 0 1 1 0 0 1 1

中枢性尿崩症 0 1 1 1 1 0 1 1 2

未熟児網膜症 0 1 1 0 1 1 1 1 2

斜視 0 1 1 2 0 1 1 2 1 3

聴覚障害・難聴 0 1 1 0 1 1 2 0 2

両上下肢の片側麻痺 0 0 0 0 0 0 0

皮質形成異常 0 0 0 0 0 0 0

バライサーウィンター症候群 0 1 1 0 0 0 1 1

喉頭咽頭軟化症 0 1 1 0 0 0 1 1

ドラベ症候群 0 1 1 0 0 1 0 1

小頭症 0 0 1 1 0 0 1 1

21トリソミー 0 1 1 2 0 0 1 1 2

睡眠障害 0 0 0 0 0 0 0

アルポート症候群 0 0 0 0 0 0 0

メサンギウム増殖性腎炎 0 0 0 0 0 0 0

先天性サイトメガロウイルス感染症 0 0 0 0 0 0 0

嚥下障害 0 0 0 0 0 0 0

口唇口蓋裂 0 0 0 0 0 0 0

頭蓋内出血2度 0 1 1 2 0 0 1 1 2

右腎臓不形成 0 0 0 0 0 0 0

IVH両側Ⅱ度 0 1 1 0 0 1 0 1

小児期脱抑制性愛着障害 0 0 0 0 0 0 0

知的障害 0 3 1 4 1 1 0 3 2 5

てんかん 0 1 1 2 1 1 0 1 2 3

脳性麻痺 0 2 3 5 1 1 1 1 2 5 7

両上下肢・体幹機能障害 1 1 1 1 0 1 1 1 2 3

両上肢の機能全廃 0 2 2 0 0 2 0 2

両上下肢の機能全廃 0 0 0 0 0 0 0

下肢麻痺 0 1 1 0 0 0 1 1

右・左上肢の機能全廃 0 0 0 0 0 0 0

滑脳症 0 0 0 0 0 0 0

ウエスト症候群 0 0 1 1 0 1 0 1

感染症後後遺症 0 0 1 1 0 0 1 1

ダウン症 0 0 0 0 0 0 0

ファロー四徴症 0 1 1 2 0 0 1 1 2

未熟児網膜症 0 1 1 0 0 1 0 1

聴覚障害・難聴 0 1 1 0 0 0 1 1

ループス腎炎（じん臓機能障害） 0 0 0 0 0 0 0

22q11.2欠失症候群 0 1 1 0 0 0 1 1

プロピオン酸血 0 0 0 0 0 0 0

二分脊椎 0 0 0 0 0 0 0

水頭症 1 1 2 2 0 0 1 2 3

キアリ奇形 0 2 2 0 0 0 2 2

直腸膀胱障害 0 0 0 0 0 0 0

側湾症 0 0 0 0 0 0 0

痙攣重責型脳症 0 1 1 0 0 1 0 1

太田原症候群 0 0 0 0 0 0 0

喘息 0 0 0 0 0 0 0

閉塞性睡眠時無呼吸症候群 0 0 0 0 0 0 0

低酸素生虚血性脳症 0 2 2 0 0 0 2 2

肺動脈性肺高血圧症 0 1 1 0 0 1 0 1

心房・心室中隔欠損 0 2 2 0 0 2 0 2

中枢性低換気症候群 0 0 0 0 0 0 0

嚥下障害 0 1 2 3 1 1 0 1 3 4

ミラーディカー症候群 0 0 0 0 0 0 0

先天性股関節脱臼 0 2 2 0 0 0 2 2

場面緘黙症 0 1 1 0 0 0 1 1

水腎症 0 1 1 0 0 0 1 1

21トリソミー 0 1 1 2 0 0 1 1 2

胃食道逆流症 0 0 1 1 0 0 1 1

知的障害 0 0 0 0 0 0 0

てんかん 0 0 0 0 0 0 0

脳性麻痺 0 0 0 0 0 0 0

中枢性低換気症候群 0 0 0 0 0 0 0

先天性筋強直性ｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰ 0 0 0 0 0 0 0

慢性肺疾患 0 0 0 0 0 0 0

滑脳症 0 0 0 1 1 0 1 1

中枢性尿崩症 0 0 0 0 0 0 0

ミラーディカー症候群 0 0 0 0 0 0 0

洞不全症候群 0 0 0 0 0 0 0

三突弁閉鎖症 0 0 0 1 1 1 0 1

ループス腎炎 0 0 0 0 0 0 0

器質性精神病性障害 0 0 0 0 0 0 0

知的障害 0 0 0 0 0 0 0

自閉症・自閉的傾向 0 0 0 0 0 0 0

聴覚障害・難聴 0 0 0 0 0 0 0

弱視 0 0 1 1 0 1 0 1

未熟児網膜症 0 0 1 1 0 1 0 1

注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ） 0 0 1 1 0 1 0 1

自閉症・自閉的傾向 0 0 1 1 0 1 0 1

主障害 聴覚 視覚 肢体 病弱 知的 合計
人数（人） 0 1 18 2 76 97
割合（％） 0.0 1.0 18.6 2.1 78.4 100.0

合計

Ⅳ　幼児児童生徒の実態

幼稚部 小学部 中学部 高等部

視
覚

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

病
弱

聴
覚
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２ 卒業生の進路状況                      （令和８年５月１日現在） 

年 度 職 業 訓 練 校 
訓 練 施 設 

福 祉 事 業 所 
(含児童福祉施設) 

就 職 家 業 
在 宅 

その他 計 

平成１０年 ０ ０ ０ ６ ０ ６ 
平成１１年 ０ ３ ２ ３ ０ ８ 
平成１２年 ０ ７ ４ ０ ０ １１ 
平成１３年 ０ ２ ２ ０ ３ ７ 
平成１４年 ０ ２ ２ ０ １ ５ 
平成１５年 ０ ５ ２ ０ １ ８ 
平成１６年 ０ ２ ０ ０ ０ ２ 
平成１７年 ０ １ ４ ０ ０ ５ 
平成１８年 ０ ３ ２ ０ ０ ５ 
平成１９年 １ ３ ３ ０ １ ８ 
平成２０年 ０ ５ ４ ０ ０ ９ 
平成２１年 ０ ８ ３ ０ ０ １１ 
平成２２年 ０ ５ ４ ３ ０ １２ 
平成２３年 ０ ７ ６ ０ ０ １３ 
平成２４年 ０ ６ ５ ０ ０ １１ 
平成２５年 ０ ４ ３ ０ ０ ７ 
平成２６年 ※１  １ ７ ４ ０ ０ １２ 
平成２７年 ０ ３ １ １ １ ６ 
平成２８年 ０ ４ ４ ０ ２ １０ 
平成２９年 ０ ３ ７ １ ０ １１ 
平成３０年 ０ ３ ３ ２ ４ １２ 
令和元年度 ０ ７ ３ ０ ２ １２ 
令和２年度 ０ ６ ２ ０ ３ １１ 
令和３年度 ０ ６ ３ ０ ２ １１ 
令和４年度 ０ ６ ３ ０ ０ ９ 
令和５年度 ０ ７ ２ ０ ０ ９ 
令和６年度 ０ ２ １ ０ ３ ６ 
令和７年度 ０ ５ ６ ０ ０ １１ 

 ※１：県立農業大学校進学(１名) 
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様式１

３　幼児児童生徒数（教育部門、部、学級種別、学年、性別毎）

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

４
学
年

５
学
年

６
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計

男 0
女 0

0
男 1 1 1
女 0

0
男 0
女 0

0
男 0
女 0

1 1 1
男 0
女 0

0
男 0
女 0

0
男 0
女 0

0
男 0
女 0

0
男 1 1 2 2 2 3 4 2 15 5 2 1 8 9 6 3 18 42
女 1 1 1 2 2 1 1 2 9 3 0 2 5 6 3 1 10 25

1 1 2 3 4 4 4 5 4 24 8 2 3 13 15 9 4 28 67
男 2 2 1 5 0 5
女 1 1 2 1 1 2 4

2 2 1 1 1 7 1 1 8
男 0
女 0

0
男 2 4 4 4 4 2 20 5 2 1 8 28
女 1 2 2 1 2 3 11 4 0 3 11 22

3 6 6 5 6 5 31 8 2 4 14 45
男 0
女 0

0
男 1 1 2 2 2 6 1 1 8
女 2 1 2 2 7 1 1 2 1 1 10

1 1 2 2 1 4 2 2 13 1 2 3 17
男 0
女 0

0
男 2 2 2 6 1 1 7
女 2 1 2 2 7 1 1 2 9

2 2 1 4 2 2 13 1 2 0 3 16
男 0
女 0

0
男 1 1 1
女 1 1 1

0
男 0
女 0

0
男 0
女 0

0
男 0 1 0 1 2 2 2 3 4 2 15 5 2 1 8 9 6 3 18 42
女 0 0 1 1 1 2 2 1 1 2 9 3 0 2 5 6 3 1 10 25

0 1 1 2 3 4 4 4 5 4 24 8 2 3 13 15 9 4 28 67
男 0 0 1 1 2 2 2 3 2 0 11 1 1 0 2 0 0 1 1 15
女 0 0 0 0 0 2 1 2 1 3 9 2 1 1 4 1 1 0 2 15

0 0 1 1 2 4 3 5 3 3 20 1 2 1 4 0 0 0 0 25
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男 0 1 1 2 4 4 4 6 6 2 26 6 3 1 10 9 6 4 19 57
女 0 0 1 1 1 4 3 3 2 5 18 5 1 3 9 7 4 1 12 40

0 1 2 3 5 8 7 9 8 7 44 11 4 4 19 16 10 5 31 97

合
計

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

病
弱

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

肢
体
不
自
由

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

知
的
障
害

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

聴
覚
障
害

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

視
覚
障
害

一般

計

重複障害

計

訪問

計

計

合計

（令和8年5月1日現在）

教
育
部
門

学
級
種
別

性
別

幼稚部 小学部 中学部 高等部

合
計
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様式２

4 市町村（本人住民基本台帳）別幼児児童生徒数

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

４
学
年

５
学
年

６
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計

宮古島市 0 0 1 1 0 1
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1
宮古島市 0 0 0 0 0
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
宮古島市 1 1 2 3 6 6 5 6 5 31 9 2 4 15 14 9 5 28 76
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 1 1 2 3 6 6 5 6 5 31 9 2 4 15 14 9 5 28 76
宮古島市 1 1 2 2 1 4 2 2 13 1 2 3 1 1 18
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 1 1 2 2 1 4 2 2 13 1 2 0 3 0 1 0 1 18
宮古島市 0 0 0 1 1 2 2
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2
0 1 2 3 5 8 7 9 8 7 44 11 4 4 19 15 10 6 31 97

肢
体
不
自
由

病
弱

合計

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

（令和８年5月1日現在）

教
育
部
門

市
町
村

幼稚部 小学部 中学部 高等部

合
計
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様式２

5 市町村（保護者等住民基本台帳）別幼児児童生徒数

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

４
学
年

５
学
年

６
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計
１
学
年

２
学
年

３
学
年

計

宮古島市 0 0 1 1 0 1
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1
宮古島市 0 0 0 0 0
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
宮古島市 1 1 2 3 6 6 5 6 5 31 9 2 4 15 14 9 5 28 76
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 1 1 2 3 6 6 5 6 5 31 9 2 4 15 14 9 5 28 76
宮古島市 1 1 2 2 1 4 2 2 13 1 2 3 1 1 18
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 1 1 2 2 1 4 2 2 13 1 2 0 3 0 1 0 1 18
宮古島市 0 0 0 1 1 2 2
多良間村 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2
1 0 1 2 5 8 7 9 8 7 44 11 4 4 19 15 10 6 31 97

肢
体
不
自
由

病
弱

合計

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

合
計

（令和８年5月1日現在）

教
育
部
門

市
町
村

幼稚部 小学部 中学部 高等部
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７ 

寄 宿 舎 運 営 

１、寄宿舎教育目標 

      本校教育目標と教育方針に基づき、集団生活を通して次の目標に努める。 

     （１）元気良く挨拶ができる。 

     （２）進んで協力、楽しい生活ができる。 

     （３）規則を守り、皆と仲良く遊ぶことができる。 

     （４）自分のことは自分でできる。 

     （５）身の回りを清潔にし、身辺の整理整頓ができる。 

     （６）好き嫌いをなくし、健康な体を作る。 

     （７）善悪の判断ができる。 

２、指導方針 

     （１）児童生徒の発達や環境等の実態を把握する。 

     （２）親から独立して集団生活に慣れるようにする。 

     （３）個々の発達に即した指導を行う。 

     （４）学校教育と一貫した生活がおくれるようにする。 

     （５）ゆとりある充実した生活がおくれるようにする。 

３、寄宿舎教育内容 

（１）日常生活の指導（基本的生活能力の確立） 

（２）自主的活動の指導（自主的・自発的な態度の育成） 

（３）保健指導（自己の健康管理能力の育成） 

（４）規則正しい生活の指導（寄宿舎規則日課） 

４、指導方法 

     （１）舎務分掌の各係の指導計画に基づき指導を行う。 

     （２）集団生活を通して指導を行う。 

     （３）個別の生活指導計画に沿って統一した指導を図る。 

５、指導体制 

     （１）寄宿舎職員による集団指導。 

     （２）部屋担当制を取り入れて複数指導。 

     （３）宿直者より業務を引き継いで指導の統一を図る。 

     （４）学級担任と連携を密に指導。 

     （５）保護者との連携を密にする。 

６、入舎方針 

     （１）学校教育法に基づき、基本的生活習慣の形成を図ることを目的として、離島や通学困

難及び生活指導の必要な児童生徒を対象に行う。 

７、入退舎 

     （１）入舎については、所定の手続きをし、入舎選考委員会の審議を経て学校長の許可を受

ける。 

     （２）入舎期間は、全員入舎式から卒業式及び修了式までの 1 年間とし、同日をもって全員

退舎とする。 
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令和８年度 寄宿舎 入舎定数について 

(1) 寄宿舎定数：最大 24 名 

(2) 寄宿舎生年齢：基本的に小学４年生から入舎可能 

(3) 令和８年 4 月 1 日現在・・・小学部４名、中学部５名、高等部８名 合計１７名 

 

令和８年度寄宿舎年間行事計画 
行事名 ねらい 担当 

親睦会 ＊楽しく寄宿舎生活が送れるように親睦を深める。 行事係 

誕生会 ＊互いの誕生日をみんなで祝うとともに、楽しく交流を深める。 〃 

お楽しみ夕食会 ＊１学期の努力をねぎらい、今後の日課活動への頑張りにつなげる。 〃 

クリスマス会 ＊舎生、職員と楽しい夕食時間を過ごしながら季節行事を感じる。 〃 

お別れ会 
＊これまで一緒に過ごしてきた仲間と１年間を振り返り、楽しいひと

時を過ごす。 
〃 

舎生オリエンテーション 
＊寄宿舎生活での日課について理解し、楽しく集団生活を過ごせるよ

うにする。 
舎友会 
生活係 

学習会①～⑤ 
（心と体の学習会、生活） 

＊集団生活におけるルールやマナーを身につけるとともに、良好な人
間関係を築く。 

＊自己理解、他者理解を深め自己肯定感や他者に対する思いやりの心
を育む。 

〃 

舎友会役員選挙 ＊一人一人投票に参加することで自治活動への関心を高める。 〃 

舎友会総会①～② 
＊自分たちの寄宿舎生活を築いていくために自分の意見や考えを相手

に伝えたり話し合ったりする。     
〃 

全体レク①～③ 
＊主体的なレクの企画運営を通して、レクを楽しみながら仲間同士の 

親睦を深める。 
〃 

火災・地震津波避難訓練 
＊予測できない災害に際して、舎生が安全かつ迅速に行動がとれるよ

うに、正しい認識を高める。 
保健 

安全係 

不審者対応避難訓練 ＊不審者に遭遇した場合に、安全な行動ができるよう防犯知識を養う。 〃 

清掃学習会 
＊正しい清掃の方法を学習し、身につける。 
＊舎内外を清潔に保つ責任感を持つ。 

〃 

歯ッピーウィーク 
＊染め出し液を使用し、丁寧に磨く習慣を身につける。 
＊自分の口の中や歯の健康について関心をもつ。 

〃 

入舎懇談会 
＊新入舎生を温かく迎え、舎生活がスムーズに営まれるようにする。 
＊保護者に寄宿舎への理解と協力を求める。 

庶務係 

体験入舎（前・後期） 
＊本校児童生徒に、寄宿舎の生活を経験してもらい寄宿舎に対する興

味や関心を高める機会とする。 
〃 

寄宿舎参観（年２回） ＊保護者、職員間の連携を取り、寄宿舎教育の充実を図る。 〃 

入舎募集説明会 ＊寄宿舎について理解を深めてもらい入舎を募る。 〃 

学舎情報交換期間 
＊学部と寄宿舎の現状を確認し、統一した指導を目指す。 
＊学担と部屋担の話し合いを通して今後の指導に役立てる。 

庶務係 
(舎監長) 
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時間
じ か ん

朝
あ さ

の集
つ ど

い

朝
ちょう

 食
しょく

登校
と う こ う

準備
じ ゅん び

集合
しゅうごう

、登校
と う こ う

夕
ゆ う

　食
しょく

清
せい

　掃
そ う

就寝
しゅうしん

準備
じ ゅんび

点
てん

  呼
こ

　

ラジオ体操
たい そ う

など

        日課
にっか

表
ひょう

内容
ないよう

起
き

  床
しょう

※週
しゅう

直
ちょく

（起床
き し ょ う

の放送
ほうそう

担当
たんとう

）は、6:３0に全体
ぜんたい

放送
ほうそう

をおこなう。

布団
ふ と ん

の片付
か た づ

け、歯
は

みがき、洗面
せんめん

、着替
き が

え、検温
けんおん

食事
し ょ く じ

準備
じ ゅんび

、配膳
はいぜん

、食事
し ょ く じ

、服薬
ふ く や く

、後片付
あ と か た づ

け

歯
は

みがき、制服
せいふ く

着替
き が

え、水筒
す い と う

準備
じ ゅんび

など

身
み

なり、持
も

ち物
も の

確認
か く にん

など

学
が っ

　校
こ う

　日
に っ

　課
か

下校
げ こ う 検温

けんおん

、水筒洗
す い と う あ ら

い、着替
き が

え、整理
せ い り

整頓
せいとん

、

入浴
にゅうよく

準備
じ ゅんび

、明日
あ し た

の準備
じ ゅんび

など

一日
いちにち

の振
ふ

り返
かえ

り、翌日
よ く じ つ

の日程
にっ てい

確認
か く にん

など

消
しょう

灯
とう

・就
しゅう

寝
　しん

延
えん

　灯
と う

入浴
にゅうよく

、洗濯
せん た く

、学習
がくしゅう

、余暇
よ か

活動
かつ ど う

など

１５：３０　※ 水
すい

よう日
び

：全体
ぜんたい

清掃
せい そ う

、おやつ

１６：００　※ 全体
ぜんたい

行事
ぎ ょ う じ

など

食事
し ょ く じ

準備
じ ゅんび

、配膳
はいぜん

、食事
し ょ く じ

（17：40）、服薬
ふ く や く

、後片付
あ と か た づ

け

プレイルーム・週
しゅう

直
ちょく

活動
かつ ど う

など

部屋
へ や

清掃
せい そ う

、歯
は

みがき、洗面
せんめん

、洗濯
せん た く

、

全体
ぜんたい

行事
ぎ ょ う じ

、学習
がくしゅう

、余暇
よ か

活動
かつ ど う

など

着替
き が

え、就寝
しゅうしん

準備
じ ゅんび

、うがい、検温
けんおん

、トイレ

※中学部
ち ゅ う が く ぶ

・高等部
こ う と う ぶ

２１:２0まで

１７：２5

６：３０

７：００

７：１０

８：３０

８：４０

１８：２０

１９：５０

２０：００

８：００

１８：３０

２１：２0

～

15：20

※金曜日のみ
小・中 14:2０
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１１ 
 

〇 各学期の寄宿舎行事一覧 

 

〇 寄宿舎運営費（舎費）について 
（１）寄宿舎運営費（舎費）は、月額2,200円（８月を除く年間合計24,200円）とする。 
（２）寄宿舎運営費の徴収は、沖縄県立宮古特別支援学校寄宿舎運営規則第１９条に基づいて行う。 
 

○ 寄宿舎の防災対策 
１ 非常災害対策 
（１）基本方針 

① 舎監、寄宿舎指導員は互いに協力して、舎生の避難・誘導を行う。 
② 災害発生時には、関係方面（救急、消防署等や校長、教頭、寮務主任）に緊急連絡をとり対処する。 

（２）平素の心得 
① 舎監、寄宿舎指導員は、平素から防火器材用具等を点検し、避難経路、避難場所等を把握しておく。 
② 身の回りの整理整頓に努め、災害時には舎生が落ち着いて行動がとれるよう指導を十分に行う。 
③ 夜間の戸締りを厳重にし、盗難防止や予防に努める。 
④ 舎生の動態や人数を把握できるよう、職員間の連携を図る。 

（３）防火施設・設備 
① 報知器・消火栓 ・・・ ２ヶ所（ゆり室横、男子トイレ横） 
② 感知器（熱・煙） ・・・ ２７ヶ所（各居室、廊下、自立の部屋、談話室など） 
③ 消火器  ・・・ ３ヶ所（３個）（ゆり室横、男子トイレ横、職員室） 

（４）避難場所 
① 第１避難場所・・・学校玄関前（火災時）、寄宿舎前駐車場（地震・津波時） 
② 第２避難場所・・・体育館２階または、野田の森（地震・津波時）  

一
学
期 

4月 
入舎懇談会、舎生オリエンテーション、清掃学習会、食事マナー学習会①、携帯ルールマナー学習

会、親睦会 

5月 
地震津波避難訓練、寄宿舎参観日、舎友会役員選挙、舎友会役員任命式、係会（発足式）１学期誕

生会、不審者避難訓練、自立の部屋学習会 

6月 
舎友会総会①、前期体験入舎、歯科講話、心と体の学習会①、延灯ルールマナー学習会 
全体レク① 

7月 舎外清掃①、お楽しみ会 

二
学
期 

 

9月 舎外清掃②、心と体の学習会②、全体レク② 

10月 食事マナー学習会②、２学期誕生会、後期体験入舎①、火災避難訓練 

11月 寄宿舎参観、心と体の学習会③、舎食感謝デー 

12月 係会、クリスマス会、心と体の学習会④ 

三
学
期 

1月 ３学期誕生会、全体レク③、心と体の学習会⑤ 

2月 係会、舎友会総会②、お別れ会 

その他･･･部屋会、歯ｯﾋﾟｰｳｨｰｸ（毎月初旬）、全体清掃（週１回）、部屋清掃、部屋清掃週間（学期末） 
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現在

通常席２９席　車椅子3席 介助員：仲間亜由美　

バス停番号 バス停 時　間 バス停番号 バス停
12：00
下校

13:30
下校

14：20
下校

15：20
下校

宮古特支発 7:05 宮古特支発 12:00 13:30 14:20 15:20

1号車朝① ギフト根間前 7:17 1号帰り① 西辺　花城商店前 12:05 13:35 14:25 15:25

1号車朝②
ドラッグ11東仲宗根店前

（市内方面） 7:20 1号帰り② 漲水学園前 12:10 13:40 14:30 15:30

1号車朝③
名底バス停前

（らーめんティダ近く） 7:28 1号帰り③ パパのケーキ前 12:15 13:45 15:35

1号車朝④
砂川簡易郵便局前
（砂川方面） 7:41 1号帰り④ 西里郵便局前（市街方面） 12:18 13:48 15:38

1号車朝⑤ 上野第一団地前 7:52 1号帰り⑤ ぷちまあと前（平一小方面） 12:21 13:51 15:41

1号車朝⑥ 洲鎌バス停（上地方面） 7:55 1号帰り⑥ マイホームとくやま前 12:26 13:56 15:46

1号車朝⑦ 下地改善センター前 8:02 1号帰り⑦ フジカラー前 12:34 14:04 15:54

1号車朝⑧ マイホームとくやま前 8:14 1号帰り⑧ ギフト根間前 12:40 14:10 16:00

1号車朝⑨ パパのケーキ前 8:24 1号帰り⑨ 名底バス停前 12:50 14:20 16:10

1号車朝⑩ 漲水学園前 8:30 1号帰り⑩ 上野高田団地前 12:55 14:25 16:15

1号車朝⑪ 西辺　花城商店前 8:35 1号帰り⑪ 上野第一団地前 13:05 14:35 16:25

宮古特支着 8:40 宮古特支着 13:35 15:05 14:45 16:55

バス停番号 バス停 時　間

宮古特支発 7:55
2号車朝① 満月食堂前 7:58
2号車朝② ドラッグ11東仲宗根店前（市内方面） 8:10
2号車朝③ とんかつ一番前（市内方面） 8:15
2号車朝④ ぷちまあと前（市場方面） 8:19
2号車朝⑤ 西里郵便局前（北小方面） 8:22 小 中 高 計

2号車朝⑥ パパのケーキ前 8:25 朝１号車（迎え） 12 8 9 29

2号車朝⑦ 漲水学園前 8:30 朝２号車（迎え） 12 4 8 24

宮古特支着 8:40 帰り１号車（送り） 4 7 18 29

緊急時バス連絡先　090-9786-5783(1号車) 緊急時バス連絡先　090-9786-5783(1号車)

Ⅵ　令和８年度スクールバス運行表 2026/5/1

1号車登校時(朝迎え）　 1号車下校時（送り）※下校(送り）は１号車のみ
通常席２９席　車椅子3席　介助員：仲間亜由美

スクールバス利用人数

注）小中学部14：20下校時は、高等部下校（15:20発）もあるた
め、漲水学園前までの運行となります。

２号車登校時（朝迎え）
通常席２８席　介助員：友利美穂子
緊急時バス連絡先　090-1179-0652(2号車)
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バス停番号 スクールバス停名 グーグルマップ検索 朝迎え時刻

宮古特支発 7:05
1号車朝① ギフト根間前 R74R+G2G 宮古島市、沖縄県 7:17
1号車朝② ドラッグ11東仲宗根店前（市内方面） R72W+55H 宮古島市、沖縄県 7:20
1号車朝③

名底バス停
（らーめんティダ付近）

Q8FG+3G 宮古島市、沖縄県 7:28
1号車朝④ 砂川簡易郵便局前（砂川方面） P9M3+HC4 宮古島市、沖縄県 7:41
1号車朝⑤ 上野第一団地前 P8P8+RF 宮古島市、沖縄県 7:52
1号車朝⑥ 洲鎌バス停（上地方面） P7WH+9J3 宮古島市、沖縄県 7:55
1号車朝⑦ 下地改善センター前 Q72J+4PX 宮古島市、沖縄県 8:02
1号車朝⑧ マイホームとくやま前 Q7WJ+Q73 宮古島市、沖縄県 8:14
1号車朝⑨ パパのケーキ前 R75M+8F 宮古島市、沖縄県 8:24
1号車朝⑩ 漲水学園前 R79R+GP 宮古島市、沖縄県 8:30
1号車朝⑪ 西辺　花城商店前 R7JW+6C 宮古島市、沖縄県 8:35

宮古特支着 8:40

資料　　１号車（朝）　　運行路線図　時刻表（予定）
令和8年度宮古特別支援学校スクールバス

　通常席29席　車椅子３席　補助席５席
※路線・時刻は希望者に応じて若干変更することもあります。

南小

⑧

②

南小

⑨

①

平一小

⑩

平良中

北小

北中

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

宮古特別支援学校

⑪

⑩
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バス停番号 スクールバス停名 グーグルマップ検索 朝迎え時刻

宮古特支発 7:55

2号車朝(1) 満月食堂前 R7WW+JW 宮古島市、沖縄県 7:58

2号車朝(2) ドラッグ11東仲宗根店前（市内方面） R72W+55H 宮古島市、沖縄県 8:10

2号車朝(3) とんかつ一番前（市内方面） Q7WR+QJ 宮古島市、沖縄県 8:15

2号車朝(4) ぷちまあと前（市場方面） R72J+3Q5 宮古島市、沖縄県 8:19

2号車朝(5) 西里郵便局前（北小方面） R73H+WQ 宮古島市、沖縄県 8:22

2号車朝(6) パパのケーキ前 R75M+8F 宮古島市、沖縄県 8:25

2号車朝(7) 漲水学園前 R79R+GP 宮古島市、沖縄県 8:30

宮古特支着 8:40

資料　　２号車（朝）　運行路線図　時刻表（予定）
令和8年度宮古特別支援学校スクールバス

　　通常席２８席
※路線・時刻は希望者に応じて若干変更することもあります。

(2)
(3)

(6)

宮古特別支援学校

(7)

(4)
(5)

(1)

南小

(2)

南小

平一小

(7)

平良中

北小

北中

(3)

(4)

(5)

(6)
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バス停番号 スクールバス停名 グーグルマップ検索

宮古特支発 11:50下校 13:30下校 14:20下校 15:20下校

1号帰り① 西辺　花城商店前 R7JW+6C 宮古島市、沖縄県 11:55 13:35 14:25 15:25

1号帰り② 漲水学園前 R79R+GP 宮古島市、沖縄県 12:00 13:40 14:30 15:30

1号帰り③ パパのケーキ前 R75M+8F 宮古島市、沖縄県 12:05 13:45 15:35

1号帰り④ 西里郵便局前（市街方面） R73H+WQ 宮古島市、沖縄県 12:08 13:48 15:38

1号帰り⑤ ぷちまあと前（平一小方面） R72J+3Q5 宮古島市、沖縄県 12:11 13:51 15:41

1号帰り⑥ マイホームとくやま前 Q7WJ+Q73 宮古島市、沖縄県 12:16 13:56 15:46

1号帰り⑦ 下地改善センター前 Q72J+4PX 宮古島市、沖縄県 12:28 14:08 15:58

1号帰り⑧ 洲鎌バス停（上野方面） P7WH+9J3 宮古島市、沖縄県 12:31 14:11 16:01

1号帰り⑨ 上野第一団地前 P8P8+RF 宮古島市、沖縄県 12:38 14:18 16:08

1号帰り⑩ 砂川簡易郵便局前（市内方面） P9M3+HC4 宮古島市、沖縄県 12:49 14:29 16:19

1号帰り⑪ 野原越バス停（ファミマ宮古中休店付近） Q8FG+3G 宮古島市、沖縄県 13:00 14:40 16:30

1号帰り⑫ おもちゃのBANBAN前（旧ツタヤ） Q7WR+CV 宮古島市、沖縄県 13:07 14:47 16:37

1号帰り⑬ ドラッグ11東仲宗根店前（北中方面） R72W+55H 宮古島市、沖縄県 13:10 14:50 16:40

1号帰り⑭ ギフト根間前 R74R+G2G 宮古島市、沖縄県 13:13 14:53 16:43

宮古特支着 13:25 15:05 14:45 16:55

帰り到着時刻

資料　　　１号車（帰り）　運行路線図　時刻表（予定）
令和8年度宮古特別支援学校スクールバス
　　通常席29席　車椅子３席　補助席５席

※路線・時刻は希望者に応じて若干変更することもあります。

※帰りは1号車のみの運行です

南小

⑥

⑫
南小

③

②

平一小

平良中

北小

北中

④

⑤
⑬

⑭

下地前浜方面へ

②

⑪

⑩⑨
⑧

⑦

⑥

宮古特別支援学校

①

③

⑤
④

⑬
⑫

⑭
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